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漆野原ほ場整備事業にともなう遺跡発掘調査を、昭和60,61.62年度の 3ケ年に

わたつて、野尻町教育委員会は実施 してまい りました。

発掘調査にともなう困難な問題が各年度にありましたが、結果 としてはこれ らを

克服 して、大きな成果を得たと安堵 しています。

初年度は県指定文化財 (一里塚)と 工事の関係や発掘調査期間と、ほ場整備工期

をめぐっての調整に腐心いたしました。

次年度は、生産業者 (さ といも 。ごばう)の理解をいただく難問題が発生 しました。

最終年度は、土地改良区の設計変更 (紙屋城二の堀)と 、保存のための町財産取

得の努力が必要でありました。

これ らの重要問題解決なしには、 3年間の遺跡発掘調査を完了させることはでき

ませんでしたが、難問題の続出を突破できたのは、文化財に対する関係者のご理解

とご協力であったと感謝の気持がいっぱいであります。

漆野原土地改良区 。大淀川下流土地改良事務所の皆様や農作物生産者の地域住民

各位にあらためてお礼を申し上げます。

さらに、猛暑や寒風に耐えて調査を担当いただきました県文化課の職員各位 。発

掘作業に従事してくださいました皆様のご苦労にも深甚の謝意を表明させていただ

きます。

3年間の調査は大きな成果をあげました。永い間眠 り続けていた遺跡 。遺物に、

学術的なメスを加え、科学的な解明と保存措置を講ずることができました。

旧石器・縄文・弥生時代の土器・石器・住居址から中世の山城で島津・伊東争奮

最終戦 (天正 5年)の拠点となった紙屋城の空堀・土塁・遺物まで、広大な調査区

域であげた成果を報告書にまとめる時を迎えました。

この報告書が広く活用されることを念願 し、関係の皆様全員にお礼を申し上げま

して、序文といたします。ありがとうございました。

野尻町教育委員会

教育長 今 吉 忠 義
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1,本書は、漆野原県営ほ場整備事業に伴い野尻町教育委員会が、実施 した埋

蔵文化財発掘調査の報告書である。

2,各追跡の発掘調査は、次の期間実施 した。

新村遺跡・高山遺跡  昭和 60年 10月 17日 ～ 12月 20日
東城原遺跡群     昭和 61年 10月  6日 ～ 12月 20日
紙屋城跡遺跡     昭和 62年  9月  9日 ～ 12月 25日

3,調査関係者は次のとおりである。

調査主体 野尻町教育委員会 教  育  長 今吉忠義

社会教育課長 梯 長弘 (昭和61年度まで)

吉田哲幸 (昭和62年度から)

同 課長補佐 国武正広 (昭和61年 6月 まで)

長瀬道大 (昭和62年 1月 まで)

前田昌重 (昭和63年度まで)

川野昭夫 (平成 1年度から)

文化 財 担 当 脇村一也 (昭和63年 7月 まで)

吉野貴弘 (昭和63年 8月 から)

調査員 新村遺跡・高山遺跡 面高哲郎 (当 時・県教育庁文化課主任主事 )

日高孝治 (当時・  同   主事)

東城原遺跡群    北郷泰道 (当時・  同   主事 )

紙屋城跡遺跡    近藤 協 (当 時 。  同   主事 )

4,本書の執筆・編集は次のとおりである。

新村遺跡・高山遺跡  日高孝治

例

東城原遺跡群

紙屋城跡遺跡

北郷泰道

近藤 協

5,本報告の方位は磁北である。またレベルは海抜絶対高である。

6,出土遺物は、野尻町教育委員会で保管 している。

7,本書を作成するにあたり、下記の諸氏に協力をうけた。記 して感謝 したい。

市川 米太氏 (奈良教育大学教授 )、 西村 進 (京都大学理学部地質学鉱物

学教室 )、 有村玄洋氏 (宮崎県総合農業試験場 )、 大橋康二氏 (佐賀県立九

州陶磁文化館 )。
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調査 に至 る経緯

宮崎県大淀川下流土地改良事務所では、昭和56年 より野尻町大字紙屋・漆野原地

区において回場整備事業を実施 している。昭和59年度工事が実施されていた地区内

に東 日本系の弥生土器、長頸の壷形土器が出土したと伝えられる漆野原遺跡が所在

していたので分布調査を実施 したが、その確認は出来なかった。漆野原地区は、標

高200m前後の台地上に在 り、その周辺は侵蝕谷 となってお り、地区内で遺跡地図に

記された遺跡は、漆野原遺跡の外、縄文後期の黒色磨研土器、弥生中期の亀の甲タ

イプの甕等を出土した秋社洞穴、中世の紙屋城跡であった。地形上、その地の遺跡

が存在する可能性があったので、実施前年度に予定地内の分布調査及び試掘調査を

行つた。新村遺跡の分布調査では、60年度実施地内では遺物等の散布は確認出来な

かつたが、予定地外の南縁の養豚場ののり面のアカホヤ層の下10cm、 黒褐色上の層

で集石遺構が確認され、山形押型文土器の小片が採集された。試掘調査はアカホヤ、

黒褐色上の残存状況 と焼石、遺物等の出土の確認を目的として調査を実施 した。焼

石等は南縁を中心とした場所で出土し、その深さは、地表下 lm程であった。また、

高山遺跡は、丘状の地形でごばう作付けのため トレンチャーによリアカホヤ層下ま

で深耕 されていて焼石の散布が認められ、遺跡の東縁を走る農道ののり面のアカホ

ヤ層下で焼石等の包含が確認されたので、特に試掘調査は実施 していない。宮崎県

大淀川下流土地改良事務所、土地改良区と遺跡の保存について協議を行った結果、

工事は、水田となる部分の工事は包含層まで達 しない設計であったので道路部分の

みを発掘調査することになり、昭和60年 10月 17日 から12月 20日 まで県文化課主事 日

高孝治 (現県史編さん室)の担当で実施 した。

東城原は国道の南側に展開する台地で、昭和61年度工事予定地である東半部を分

布調査を実施 したところ、 トレンチャーで深耕 された箇所やアカホヤ層下の黒褐色

土まで下げられ耕作されている箇所で焼石等の散布がみられ、試掘調査により、 3
ケ所の縄文早期の遺跡が確認された。遺跡は、いずれも台地縁辺部の丘状の地形の

場所に立地 してお り、工事施工により影響を受けるため発掘調査を実施 した。調査

は、昭和61年 10月 6日 から12月 20日 までの間県文化課主事北郷泰道の担当で実施 し

た。
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昭和62年度の工事区は、昭和62年度工事区の西で中世の紙屋遺跡の一部が含まれ、

城跡に伴 う土塁、空堀が良く残存していた。予定地内の分布調査ではこの他B-1区

で糸切 りの上師器皿、B-2区では土器片が採集されたので試掘調査を実施 した。そ

の結果、B-1区では遺物等は出土しなかったが、アカホヤは良く残存 し、柱穴と考

えられるピットが検出された。B-2区では弥生後期の上器片が出土し、調査中も弥

生土器片が周辺で採集された。遺跡は、 1か所で時期不詳の焼土が黒色土で検出さ

れたが、弥生の遺構は確認出来なかった。試掘調査の結果から遺構等の分布密度は

小さいながらもB-1区 は中世の遺構・遺物が、B-2区には弥生後期の遺構 。遺物

が存在すると推定された。遺跡の保存について大淀テキ1下流土地改良事務所、土地改良

区と協議を行った結果、遺構が良く残存している第 2の空堀 と土塁の部分の約1,000∬

は地区除外にして現状で保存 し、他の部分については発掘調査を行 うことになり、

昭和62年 9月 9日 から12月 25日 まで文化課主事近藤協の担当で調査を実施 した。

なお、地区除外で現状保存した約1,000だ については町教育委員会で買収している①

注(1)石川恒太郎「宮崎県の考古学」吉川弘文館1968
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歴 史 的 環 境

野尻町は、宮崎県のほば中央部に位置 し、北を須木村・綾町、南を高原町・高城

町、東を高岡町、西を小林市と接 している。当町は、大淀川の支流である岩瀬川の

北岸に広がってお り、町域は南北に約 6 km、 東西に約18kmと 東西に細長い形を呈し

ている。地形的には、九州山地の南端裾部に接する地点である。町内には沖積低地

があまりなく、岩瀬川の支流によつて開析された丘陵性台地と谷が入 り組んだ複雑

な地形を呈している。

町内には、「全国遺跡地図」等によれば約30ケ所の遺跡が確認されている。

旧石器時代の遺跡については今まで確認されていなかったが、今回の発掘調査に

おいて新村遺跡でナイフ形石器が出土し、高山遺跡で集石遺構が確認され、東城原

遺跡で細石器が出土してお り、厚く堆積 した火山灰層のために発見されずにいる遺

跡が相当教存在すると思われる。また大平山付近の断面からも、旧石器時代の層と

思われる所から焼石が出土することが確認されている。

縄文時代において、今回調査された新村遺跡・高山遺跡・東城原遺跡のほか、早

期の集石遺構の発掘調査が行なわれた梯遺跡や県内で数少ない縄文時代前期の曽畑

式土器が出土している柿川内遺跡などが知 られている。また、表面採集された資料

の中にも各時期のものが含まれている。

弥生時代には、大萩遺跡において後期の竪穴住居跡や土墳墓群が発掘調査されて

おり、免田式土器など貴重な資料が出土している。また間仕切 りを有する竪穴住居

跡が大萩遺跡に続き紙屋城跡においても確認されたことは注 目されるものである。

古墳時代においては、竪穴住居跡など、生活跡の検出はないが、県指定史跡であ

る大萩古墳や九塚古墳が存在 してお り、古墳の周辺には古墳時代の南九州独特の墓

制である地下式横穴墓が存在 してお り、今までに数十基が発掘されている。また、

東麓切畑においても地下式横穴墓の発掘調査が行なわれている。

古代においては、延喜式に記載されている日向国十六駅のうち野後駅の比定地で

あり、古代の官道が通つていたと考えられる。

中世には、伊東氏・島津氏の抗争の場として登場してお り、町内には、伊東四十

八城の 1つである野尻城をはじめとしていくつかの山城が存在する。今回調査さた

紙屋城においては、堀や土塁の構造などが調査され、当時の状況を知るうえで貴重
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な資料になると思われる。このほか、有形文化財ではあるが、東麓の石窟物 (県指

定)な ども当時の文化を知る上で貴重な資料である。

近世 (江戸時代)の ものでは、漆野原一里塚 (県指定史跡)や紙屋関所跡などが

あり、古代以来の交通の要所 としての野尻町の存在が感 じられ、同時にその頃の遺

跡 も多く存在 しているものと思われる。

1.新村遺跡      2.高 山遺跡

4.堀切遺跡      5.清 野原遺跡

7.秋社洞窟遺跡    8.神 立遺跡

10.池 ノ原遺跡     11。 今別府遺跡

13.天ケ谷遺跡     14.勝 負遺跡

16。 平木場遺跡     17.吉 村A遺跡

19。 切畑遺跡      20。 九塚古墳 (県指定史跡 )

21.大笹遺跡      22.角 内遺跡

24.猿瀬 I遺跡     25.猿 瀬 Ⅱ遺跡

27.三ケ野山遺跡    28。 大沢津遺跡

30.大萩古墳 (県指定史跡 )

32.紙屋今城跡     33.漆 野城跡

35。 戸崎城跡      36.野 尻城跡

3。 東城原遺跡

6.真幸田遺跡

9。 星柳遺跡

12.萩 ノ茶屋遺跡

15。 梯遺跡

18。 吉村 B遺跡

23。 大脇遺跡

26.釘松遺跡

29.柿川内遺跡

31.紙屋城跡

34。 高松城跡

37.岩牟礼城跡

(註 )

(1)文化庁 「全国遺跡地図一 宮崎県一 」昭和52年。

(2)大迫氏 (野尻町文化財保護審議会委員)の御教示による。

(3)面高哲郎 「梯遺跡」『宮崎県文化財調査報告書第24集』昭和56年

に)宮崎県教育委員会 「柿川内第 I・ Ⅱ遺跡」1976

(5)宮崎県教育委員会 「大萩遺跡」1974

(6)石川恒太郎 「切畑地下式古墳発掘調査」『宮崎県文化財調査報告書第20集』昭和53年

参考文献 日高次吉  「宮崎県の歴史」吉川弘文館 昭和45年

石川恒太郎 「宮崎県の考古学」  〃   昭和43年

野尻町教育委員会 「野尻町の文化財」   昭和57年

-4-



8ダ辞 4.‐―ト

野尻町内遺跡位置図
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第 1章 新 村 遺 跡

第 1節 調査の概要

1.遺跡の立地と概要

新村遺跡は、西諸県郡野尻町大字紙屋字新村に所在する①遺跡は、南九州特有の

シラス台地が、大淀川の支流である秋社川の支流によって開析された台地の南側縁

辺部に位置する。

遺跡の標高は175mで 、川面からの比高差は約20mで ぁる。同時期に調査を行なっ

た高山遺跡 とは谷を挟んで南へ850mの ところに位置する。

新村遺跡の調査区は、前年度の試掘調査の結果に基き協議を行ない、遺跡内を通

る農道部分について行なわれることとなった。そのため、調査区は南北に約100m、

東西に約 5mの細長いものとなった。

調査は、試掘調査の結果に基き、まず最初に無遺物層 と判断されるアカホヤ層の

上面まで重機による掘 り下げを行ない、遺構の確認を行なったところ遺構が確認さ

れなかったので、再度アカホヤ層及びその直下の牛の睡 ローム (通称・カシワバン)

についてまで重機による掘 り下げを行なった。

その後、調査区中央を縦断する形で、 5m× 5mのグリンドを設定し、南より1・

2・ 3・ …12区 とし、東側をE区、西側をW区 として人力による掘 り下げを行なった。

擦

第 1図 新村遺跡位置図
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その結果、調査区は西側からの谷部が入 り込んできているため、中央部がやや低

くなってお り、南半部分に遺物の集中が見られた。そのため、遺跡の中心は台地の

南側縁辺部に存在 していると考えられる。

遺構 としては、縄文時代早期の集石遺構が 1基確認された。遺物としては、押型

文土器や石鏃などが出土した。また、縄文時代の調査と並行 して下層の状態を確認

するため2m× 2mの トレンチを設定して掘り下げを行なったところ、シラス層(A.T.)

の直上にやや黒褐色を帯びた土層が確認され、剥片・焼石が出土し、旧石器時代の

包含層の存在が確認された。

そのため、縄文時代包含層の調査終了後、遺跡の中心部があると思われる調査区南

半部分について重機による掘 り下げを行ない、旧石器時代包含層の調査を行なった。

その結果、 1～ 3区に遺物の集中が見られ、ナイフ形石器・スクレイパーなどの

石器とともに承1片・焼石が百数十点出上した。遺構は検出されなかった。

2.包含層の状態

新村遺跡の基本層序は第 3図に示す通 りである。第 I層 の耕作土 (水田面)か ら

第XV層のシラス層 (A.T。 )まで確認された。この中には、シラス (XV層 )・ 刈ヽ

林軽石 (X層 )・ アカホヤ (V層 )の 3種類の火山噴出物の堆積が見られた。

その中で、アカホヤと小林軽石の間の第Ⅷ層に縄文時代早期の包含層が確認され、

また小林軽石 とシラスの間の第XⅢ層下部から第XⅣ層上部にかけて旧石器時代の

包含層の存在が確認された。

新村遺跡基本上層

I層 ～表土 (耕作土 )

Ⅱ層～水田面基盤層 (鉄分を多 く含む)

Ill層 ～黒色土層

Ⅳ層～褐色硬質上層 (ブ ロック状 )

Va層～アカホヤ層

Vb層～アカホヤ層 (粒子が粗い)

Ⅵ層～カシヮバン (牛 の匹 ローム)

Ⅶ層～黒色土層

Ⅷ層～暗褐色硬質土層 (縄文時代早期包含層 )

Ⅸ層～褐色硬質土層

X層 ～小林軽石層

XI層～暗褐色土層 (ブ ロックを含む)

XⅡ 層～暗褐色土層 (ブ ロックを含まない)

XⅢ 層～褐色軟貰土層

XⅣ層～黒責掲色上層

XV層 ～シラス層 (や や責味を帯びている)

第 3図 新村遣跡土層断面図
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第 2節 遺構と遺物

1.縄文時代の遺構 と遺物

縄文時代の遺構 。遺物は、全てアカホヤ層下位の第Ⅷ層を中心に検出 。出土した。

遺物の出上分布は第 5図に見られるように、調査区の南半部分 (1～ 11区)に集中

してお り、遺跡の中心は、この部分の周辺に広がるものと考えられる。

遺構 (第 4図 )

遺構 としては、3-E区において集石遺

構が 1基検出された。この集石遺構は、

調査区に半分かかった状態で確認された

ため、その部分だけ調査区を拡張して検

出した。プランは、60cm× 50cmでやや楕

円形を呈し、火を受けたと思われる赤変

した礫が集積 されているだけで配石は確

認されなかった。また、焼土面及び掘 り

|
|

|

― B 173 21lm

l                   Cm

第 4図 新村遺跡集石遺構実測図
込みも確認されなかった。

集石遺構内より若千の炭化物と押型文土器が出土した。押型文土器は、山形押型

文土器の胴部片で、ややくずれた山形押型文を横走させるタイプである。(第 6図11)

遺物 (第 6。 7図 )

遺物としては、第 5図で示すように焼石 とともに、縄文土器及び石器が出上して

いる。出上分布は集石遺構が検出された 3区から11区にかけて集中がみられるが、

その中でも4区から9区にかけていくつかのまとまりがみられ、集石遺構周辺には

まばらな状態である。

また、土器の接合関係については 1のように4区 と9区で接合するものも存在 し

た。

土器全体の出土量は多くなかったが、その大半は押型文土器で占められてお り、

若千ではあるが撚糸文土器・貝殻文土器・細沈線文土器も出上している。

ここでは、出土土器の概要について記述 し、個別には観察表を付 した。

押型文土器は、山形押型文と精円押型文に大別できる。山形押型文 (1～ 12)は、

4区・ 9区に多く出上し、特に 1は 4Eと 9Eで接合し面的に広く分布 している。

日縁部は、外反 し胴部は若干膨 らむ器形を呈し(1)、 日縁部の外側に狭い無文帯を持

-10-
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ち口唇都と口縁部の内面に山形押型文を横走するタイプである (1～ 3)。 また、胴部

外面の山形押型文はほとんど縦走させるタイプである (1・ 3～■)。 なお、文様は概

ね鋭意な山形押型文であるが、■・12の ようにやや くずれているものも見られた。

楕円押型文 (13～22)は 、4～ 6区 と8,9区 に主に出上している。日縁部 (13)

は、破片が小さく、形態までは判別できないが、日唇部及び日縁部内面に精円押型

文を施 してお り、山形押型文と同様の器形示す可能性も考えられる。

また、底部付近 と思われる土器片 (22)も 出上している。外面が剥落しているた

め明確ではないが、内面の屈曲から考えて平底を呈すると思われる。

なお、文様は概ね しっかりと施文されてお り、数タイプに分類できるが、出土分

布では明確に分類はできなかった。内面の調整にケズジを施 しているものもある。

焼成は良好でしっか りしている。

そのほか、撚糸文 (23)・ 貝殻文 (24)・ 沈線文 (25)を施文している土器も出

上しているが、破片であり、出土も少量であるため全体像は不明である。

石器 (26～28)の 出土量は少量である。

26は 、磨石の破片である。直径8.5cm、 厚 さ4.2cnを 計る。石材は、火成岩の 1種

と思われる。27は、尖頭状石器である。長 さ14cm、 厚さ2.8cmを 計る。砂岩製の大型

石器である。28は、黒曜石製の石鏃である。挟 りは顕著ではなくほぼ三角形を呈 し

ている。長 さは1.2cmを計る。

2.旧石器時代の遺構 と遺物

旧石器時代の包含層は、シラス (A.T.)層の直上にあたる第XⅣ層を中心に確認

された。

遺物 としては、石器及び剥片・チップ等が出土した。遺物分布は、 1～ 4区に集

中が見 られ、その中でも2・ 3-W区に集中が見られる。また、垂直分布では明確な

レベル差は確認できず、ほぼ同一時期のものと考えられる。

なお、出土した剥片の大半の石材は頁岩であったが、その他流紋岩や砂岩や砂岩

質ホル ンフェルスなども少量ではあるが出上していることが確認された。

このように、石材や分布等から、いくつかのブロックが存在すると考えられるが、

発掘範囲が限定されていたため、それ らを明確に判別するには至らなかった。また 、

明確な遺構も検出されなかった。

石器は、ナイフ形石器及びスクレイパーが出上している。その他、剥片の中にも

-15-
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第 9図 新村遺跡出土石器 (旧 石器時代 )

使用痕のある承1片や二次力日工を施 した剥片等 も数点出上 している。

1。 2はナイフ形石器である。両者 とも二側縁加工が施 されているもので、 1は
2-W区の発掘区の壁面より出上 した もので、長 さ4.6cm、 幅2.lcm、 厚 さ0,8cmを計

る。2は 3-W区出上のもので刃部が欠損 してお り、全長 3.lcm、 幅1,9cm、 厚 さ1,Ocm

を計る。幅 と厚 さよ り考えれば 1と ほぼ同 じ大 きさのもの と思われ る。

3は 自然面を残 した剥片に二次加工を施 したスクレイパーである。4-W区出上 で

長 さ8.2c41、 幅3.9cm、 厚 さ1.5cmを 計る。 1～ 3と もに頁岩製である。

(注)石材について概報では、流紋岩として報告していたが、県文化課の宍戸章氏の御教示

により頁岩であることが判明した。なお、承1片の中には流紋岩製のものも存在した。

-17-



第 2章  高 山遺跡

第 1節 調査の概要

1。 遺跡の立地と概要

高山遺跡は、西諸県郡野尻町大宇紙屋宇高山に所在する。遺跡は、前述の新村遺

跡 と同様に南九州特有のシラス台地が、大淀川の支流である秋社川の支流によつて

開析 された台地の南側縁辺部に位置する。台地下の谷沿いには県道奈生木高岡線が

走 り須木村内山へ と続いている。

遺跡の標高は約170mで川面からの比高は約15mで ぁる。遺跡は谷部から上る道が

台地上に出たところに位置 している。新村遺跡 とは、谷を挟んで北へ約850mの所に

位置している。

本遺跡は、前年度実施された分布調査の結果、周辺の畑から縄文土器等が表面採

集されて遺跡であることが確認された。協議の結果、今回の調査区は現在道路 とし

て使用されている面と拡張予定の畑部分について設定し調査を開始した。

まず、 2m× 5mの トレンチを設定し掘 り下げを行なった所アカホヤ上層より遺

物等が確認されず、また道路部分についてはアカホヤ層が存在 していないことが判

明したので、畑部分についてはアカホヤ層まで、道路部分については撹乱層につい

て重機による掘 り下げを行なった。

調査区は新村遺跡同様、南北に約50m、 東西に約 7mで南北に長いため調査区中

央に杭を打ち5m× 5mのグリッドごとに掘 り下げを行なった。

その結果、農道部分では若干削平を受けている部分も存在 したが、アカホヤ層下

層より焼石に伴って縄文時代早期の押型文土器を主体 とする土器群や石器等が出土

した。また、これらの遺物に伴なって集石遺構が 7基検出された。

また、縄文時代の包含層の調査 と並行 して 2m× 2mの トレンチを設定しシラス

層までの確認を行なったところ、新村遺跡同様シラス層の上層よりの剥片が出土し

たので 3～ 7-E区を重機による掘 り下げを行なった後、手作業に切 り換えて調査を

行なった。

その結果、旧石器時代の集石遺構 1基 と剥片や少量ではあるが炭化物が出土 した。

-18-
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2.包含層の状態

高山遺跡の基本層序は第12図に示す通 りである。 I層～耕作土、Ⅱ層～明黄褐色

土層、Ⅲ層～アカホヤ層と続き、アカホヤ上層が新村遺跡 とは若干異なるが、アカ

ホヤ下層については堆積量の差があるほかは、ほぼ同一の層岸を示してお り、小林

軽石・シラス (A.T。 )の火山灰層も存在 している。

また、遺物包含層もアカホヤ層と小林軽石層の間の第V層～第Ⅵ層にかけて縄文

時代早期の包含層が存在 してお り、小林軽石層 とシラス層の間の第XI層～第 XⅡ

層にかけて旧石器時代の包含層の存在が確認された。

,区 西壁

7区西壁

―――――___i_坐 ____……___―一

高山遺跡基本土層

I層 ～表土 (耕作主 )

■層～明黄褐色砂資土層

Ⅲ層～ 7カ ホヤ層

Ⅳ層～ カシワバン (牛 の座 ローム)

V層～黒褐色上層

Ⅵ層～暗褐色硬質土層 (灰黄福色つぽいブロック含む)

Ⅶ層～Ⅵ層 よりやや暗め (ブ ロックはややす くなめ )

Ⅷ層～小林軽石層 との漸移層

Ⅸ層～小林軽石層

X層～暗黄褐色土層

XI層 ～黄褐色土層

X狂 層～暗褐色上層

X lll層～ シラス層 (や や黄味を帯びている)

―

    却 獅

.       0                         1rn

第12図 高山遺跡土層断面図
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第 2節 遺構と遺物

1.縄文時代の遺構 と遺物

縄文時代の遺構 と遺物は、新村遺跡同様アカホヤ層下位の第V層 下部から第Ⅵ層

にかけて焼石及び土器・石器が出上し、それ らの遺物に伴ない集石遺構が 7基確認

された。

遺構 (第15,16図 )

集石遺構は 5区を中心に 1～ 4・ 6号集石が分布 し、これ らとやや離れた形で 2-

E区に 5号集石、10-W区に 7号集石が分布 している。また、集石遺構のうち 1・ 6・

7号集石は掘 り込みを有するが、その他の集石遺構では掘 り込みや配石等の痕跡は

見られなかった。

S11(第 15図 )4-E区 で検出された集石遺構である。直径50cmの 円形プラン

を呈し、掘 り込みを有する。底面に 1枚の扁平な人頭大の石を置き周辺に花弁状に

石を配 したものであると現在使用されている道路面の撹乱層直下に存在していたた

め集石遺構の直上まで削平を受けてお り、上部に焼石の集積が存在 していた可能性

も考えられる。

S12(第 15図)4・ 5-EoW区の接点で検出された集石遺構である。全長50cm

の略三角形状に拳大程度の石を集積 したものである。掘 り込みなどは確認されなかつ

た。

S13(第 15図 )4・ 5-W区の境 日で検出された集石遺構である。S12に 近接

して存在するが、S12よ りやや大きめの石を集積 したもので直径70cmの 円形プラ

ンを呈する。石も重なりあつた状態ではあったが掘 り込みなどは確認されなかった。

S14(第 15図 )5-W区 で検出された集石遺構である。直径110cmの 半円形状に

石が集積 したものである。道路部分に東半分がかかっているため削平されたと思わ

れる。石は中心部にやや大きめの石が存在するものであるが、掘 り込みなどは確認

されなかった。

S15(第 15図 )2-E区 で検出された集石遺構である。直径50cmを計る円形プ

ランの中に、石がやや立体的に集積 しているものである。明確な掘 り込み等は確認

されなかった。

S16(第 16図 )5。 6-W区の境界部分で検出された集石遺構である。直径150cm

の円形プランを呈するもので、本遺跡の集石遺構の中では最大規模のものである。
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171′ 672m

S16

第16図 高山遺跡集石遺構 (2)

確認面からの深さ20cmを計る掘 り込みを有する。掘 り込み内には小型の石が集積 さ

れてお り、その中央底面には大型の石が 1個確認された。なお、周辺の石の集積状

態に規則性は認められなかった。

S17(第 15図)10W区 で検出された集石遺構である。発掘区の境界に位置す

るため西半分は未発掘である。直径80cnの 円形プランを呈してお り、確認面からの

深さ20cmを 計る掘 り込みを有する。拳大程度の扁平な石が集積 されてお り、配石は

確認されなかった。

遺物 (第 17～ 20図 )

遺物 としては第13図で示すように焼石 とともに縄文土器及び石器が出土している。

焼石の分布は集石遺構周辺 と1～ 3区の台地縁辺に向かってやや傾斜 している部

分に特に集中が見られた。なお、5。 6-E区は現道路面にあたり削平を受けていた

ため焼石が散在する程度であった。

これ らの焼石の分布の中で、土器は全体的に出土したが、集石遺構からやや離れ

た 1～ 3区の南側部分に集中が見られ、特に 3-W区 に集中が見られた。出土量は、

焼石の約 5%程度であった。

これ らの土器は、概ね押型文土器と貝殻文土器に大別できるが、そのほかみみず

腫れ状の突帯を有するものや縄文や撚糸文を施文するものも出上している。ここで

は、出土土器を種類ごとに分類 し、その概要についての記述を行ない、個々には男叫

に観察表を付 した。
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第20図 高山遺跡出土土器 。石器 (縄文時代 )

I類 (1～ 28)

押型文土器である。文様の種類により細分 した。

Ia類 (1～ 15)

山形押型文を施文するものである。発掘区全体に出土するが、特に 1区 と3区に

分布の中心が見られる。 1～ 3は 日縁部である。 1・ 3は横方向、 2は縦方向に山

形文を施文するものである。 2・ 3は 日縁部内面に短い原体刻文を有 し、 2ではそ

の下部に山形押型文が施文されている。14・ 15は底部で平底を呈するタイプである。

また、文様では、やや長い単位の山形文 (4・ 5・ 8・ 10～ 13)と 短い単位の山

形文 (2・ 14)な ど数種類が存在 しているようである。

Ib類 (16～ 22)
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精円押型文を施文するものである。1～ 3区で出土しているが、特に 1-E区に分

布の中心が見られる。16。 17は 日縁部で、内面に精円押型文を施文するタイプであ

る。原体刻文を施すものは確認されていない。文様的には、小型の精円文を施す夕

イプが多いが、大型のものも少量ではあるが出上している。

I C類  (23～ 28)

菱形及び長方形の押型文を施文するものである。 2～ 4区で出上しているが、特

に2,3-W区 の土器集中部分に分布の中心が見られる。23・ 24は 日縁部である。日

縁部内面に外面と同様の押型文が施されている。27で見られるように胴部中半で屈

曲するタイプである。全体的に薄手で調整も丁寧である。また、押型文は浅 く施文

されている。

Ⅱ類 (29～ 34)

土器の外面にみみず腫れ状の突帯を施文するものである。 2～ 4区 と7・ 8区で

出土しているが、 2～ 4区に分布の中心が見られる。29～ 32は 日縁部である。31・

32の ように日縁部内面に突帯や押型文を施文するものもある。器形は日縁部が外反

し月同部中半で屈曲するタィプと思われる。

Ⅲ類 (35。 36)

土器の外面に 3本単位の櫛描き状の沈線文を施文するものである。日縁部及び底

部は出土していないが、胴部上半は外反 し、胴部中半で屈曲するタイプである。

Ⅳ類 (37～ 52)

貝殻により施文するものである。文様により細分 した。

Ⅳ a類 (37～45)

貝殻による浅い押圧ないしは押し引き状の条痕を施文するものである。 1～ 4区

と7・ 8区で出上しているが、3-W区 と7・ 8区に分布の中心が見られる。37は 日

縁部であり、外反するものである。底部片は出土していない。全体的に薄手で調整

も丁寧である。

Ⅳ b類 (46～ 49)

貝殻による条痕で文様を施文するものである。遺跡全体に分布 しているが、2-E

区、8。 9-W区に若干の集中が見られた。46～ 48は短い条痕を矢羽根状に施文する

もので、46。 47は厚手で内面の調整も粗い。49は長い条痕を流水状に施文したもの

である。底部付近でありやや直線的に外反する円筒形状の器形を呈すると思われる。
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Ⅳ C類 (50)

貝殻刺突により連点文を施文するものである。1-W区より出土している。横方向

の連点文の間に縦方向の鋸歯状の連点文を施文するものである。円筒形の器形を呈

すると考えられる。

Ⅳ d類 (51・ 52)

貝殻による刺突文を施 したものである。どちらも日縁部で、円筒形の器形を呈す

るものと思われる。出土量は少量である。

V類 (53)

縄文を施文するものである。4-W区の出上である。胴部の小片であるため全体形

は不明であるが、色調はにぶい黄橙色を示 し焼成は良好である。

Ⅵ類 (54・ 55)

撚糸文を施文するものである。3・ 4区で出上しているが、出土量は少量である。

54は 口縁部であり、日縁部内面にも撚糸文が施されている。

その他56～ 58は、底部片である。いずれも平底を呈するものである。

また、これ らの分類した土器の他にも無文や器面の風化が著しく分類できない土

器片も多数存在 した。

石器 (59・ 60)

石器は土器に較べると出土量は少ない。59は石鏃である。正三角形を基調にした

挟 りの大きい鍬形鏃である。漆黒で良質の黒曜石製である。1-W区出土で、長さ1.6cm、

幅1,7cm、 厚さ0.4cmを 計る。60は磨石である。 1-W区 出上で、直径8.5cm、 厚さ4

cmを計る円形の扁平なタイプである。石材は遺跡内に多く見られる砂岩ではなく火

成岩の 1種であろうと思われる。このほかチャー ト製の石鏃の残欠や剥片・チップ

等も出土している。

(注 )51については、概報で押型文土器 として報告 していたが、類例等を検討 した結果今

回貝殻文土器 として分類 した。
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2.旧石器時代の遺構 と遺物

旧石器時代の遺構 と遺物は新村遺跡同様シラス(A.T。 )層 (XⅢ層)直上の第XI

～XⅡ 層で確認された。

遺構 としては、 6-E区で集石遺構 (S18)が 検出された。シラス層直上で検出

されたもので、lm× 1.5mの範囲の中に赤変した扁平な石が集中している状態であ

り、掘 り込みや配石等は認められなかった。構成礫は縄文時代の集石遺構の構成礫

に比べるとかな り赤変 してお り表面の風化も著 しかった。

遺物 としては、剥片やチップが数点と炭化物が数力所で出土した。石器は確認で

きなかった。
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第22図 高山遣跡 8号集石遺構 (旧 石器時代 )
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第 3章 ま  と め

今回の新村遺跡・高山遺跡の調査では、両遺跡 ともシラス層上層において旧石器

時代の集石遺構や石器等が確認され、アカホヤ層下層において縄文時代早期の集石

遺構 とそれに伴なう押型文土器等が確認された。

旧石器時代

旧石器時代の遺構 。遺物については、特に新村遺跡において、南九州特有の厚 く

堆積 した火山灰層の中でシラス (A.T.約 22,000前)層 直上の安定 した土層の中から

二側縁加工のナイフ形石器を中心とする石器群が確認された。この石器群について

は、県南西部の諸県地方では初めての出土例であり、また限定された面積のため石

器類の出土が少なく比較検討はむずかしいが出土層位やナイフ形石器の形態等から

考えて赤木遺跡 (延 岡市)等 との比較検討が期待されるところである。なお、石材

の大半は頁岩であったが、流紋岩等も若干含まれてお り、いくつかのブロックが存

在すると考えられる。

また、高山遺跡においては、新村遺跡 と同様のシラス層直上より集石遺構が確認

されている。旧石器時代の集石遺構は船野遺跡 (佐土原町)。 堂地西遺跡 (宮崎市)

などをはじめとして近年では百町原地区遺跡 (日 向市)・ 地蔵ケ森遺跡 (延岡市)

などで確認されてお り、いずれも掘 り込み等をもたず、縄文時代早期の遺跡から検
(71

出される掘 り込みをもつタイプとは異なることが指摘されているところである。本

遺跡の集石遺構も同様の傾向を示す。また、構成礫も縄文時代早期のものに比べる

と赤変・風化が著 しく、この点についても今後検討していく必要があると考えられ

る。

なお、県内の旧石器時代遺跡の発掘調査は、近年かなり増加 している傾向にある

が、堂地西遺跡 。金剛寺原遺跡 (宮崎市)。 百町原地区遺跡 (日 向市)・ 赤木遺跡・

地蔵ケ森遺跡 (延岡市)な ど県北部～県中部にかけての調査が中心であり、県南部

特に諸県地方においては、厚 く堆積 した火山灰層により遺跡の確認もできない状態

であると指摘されている。本遺跡においても、旧石器時代の包含層は地表面から約

3mの深さであつた。しかし、この間にはいくつかの火山灰層が確認でき、時期を

考える上で指標になるとも考えられる。また、今回調査 した 2遺跡においては、厚

い間層を挟んで縄文時代早期 と旧石器時代の遺跡が立地 してお り、当時の遺跡の立
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地やそれに関連する生業等の問題についても今後の検討 rIF題 であるが、縄文時代早

期の遺跡立地 と旧石器時代の遺跡立地との関連性については、今後遺跡を確認 して

いく際には考えておかなければならない問題であろうと思われる。

縄文時代

縄文時代の遺構 。遺物については、新村遺跡・高山遺跡 ともアカホヤ層下層に包

含層が存在 してお り、出土遺物等から考えて縄文時代早期のものと考えられる。

遺構 としては、集石遺構が新村遺跡で 1基、高山遺跡で 7基検出されている。そ

のうち、高山遺跡の 1・ 6・ 7号集石遺構は掘 り込みを有するもので、特に 1号集石

は底面に扁平な川原石を配列 したもので炉 としての機能を有するものと考えられる。

この集石遺構は県内でも数多く検出されてお り、 1遺跡の中で十数基から多いとこ

ろでは芳ケ迫第 1遺跡や札ノ元遺跡 (田 野町)の ように百基を超える所も確認され

ている。これ らの集石遺構については、形態分類や周辺礫 との関係などについて論

考されているところである。

今回の調査では、集石遺構 と礫群 との関係について追求するため集石遺構の上部

礫群に対 してもポイン トを落す作業を行なったところである。新村遺跡については、

遺物の分布が少なかったため明確な関連は見受けられなかったが、高山遺跡におい

ては、第13図で見られるように集石遺構の周辺 ― 特に 6号集石遺構を中心とするグ

ループと7号集石遺構を中心とするグループー と1～ 3区の南側の台地縁辺に向かっ

て若千傾斜する部分の 3ケ所に集中が見受けられた。また、土器については、集石

遺構の周辺には集中が見られず、 1～ 3区の南狽1の部分と、 6号集石遺構 と7号集

石遺構 との間の 8。 9区に集中が見受けられ、礫の分布 とは違いが見られた。この分

布の違いや 1～ 3区の南側部分での遺物の集中等については、廃棄を含めての生活

空間の設定等を考える上で興味ある資料を提供 しているものと思われ、今後検討を

加えなければならない課題である。

次に土器に関 して見てみると、新村遺跡では数点の条痕文土器や撚糸文土器以外

は押型文土器が主体をなしている。また、高山遺跡でも、貝殻条痕文土器や貝殻連

点文土器等が新村遺跡よりは多種類に確認できるが、半分以上が押型文土器で占め

られている状況である。

この押型文土器は西日本各地に広域な分布圏を持つ土器である。九州内における

押型文土器の研究については、現在のところ編年作業が進んでいるのが大分県を中
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心とした東九州地域である。それによると、外面と日縁部内面に整然 とした押型文

を巡 らし、器形は尖底で口縁部に直線的に開く「稲荷山式」一器形はそのままで口

縁部内面に短い原体刻文が施文される「早水台式」一 口縁部がゆるく外反 し、押型

文が縦方向施文へ変わる「下菅生 B式」一 日縁部が大きく外反 し、胴部が張り、尖

底・丸底 。平底 も見られ、文様は粗大な楕円押型文の縦方向施文と口縁部内面の原

体刻文の長大化が見られる「田村式」一 口縁部内面の原体刻文が消え、器形が長胴

の深鉢状になり平底が主体を占める「ヤ トコロ式」一 日縁部が大きく外反 し、頸部

でしまり、若千の稜線を有し、底部は上げ底気味の平底を呈し、文様は種々多様に

亙 り口縁部内面に数列の押型文を施文するものもあり、押型文土器の最終末とされ

る「手向山式上器」への変遷が考えられている。したがつて、この編年に沿つて両

遺跡の押型文土器について見てみると、その施文方法や器形等から考えて押型文土

器の中でも新 しい特徴を見出すことができる。新村遺跡の土器群については、概ね

一種類の押型文土器 として捉えられるが、高山遺跡の上器群は、新村遺跡に見られ

る押型文土器に加えて手向式上器や貝殻文土器等が出土しており多様性がみられる。

分類別に見ていくと、 IC類 。Ⅱ類 。Ⅲ類 としたものは概ね手向山式土器に比定

される。特に、Ⅱ類については、県内では耳我遺跡 (高鍋町)出上の上器に類似 し

てお り、 IC類 の菱形押型文土器については、陣ノ内遺跡 (宮崎市)に類例が見ら

れるようである。また、 IC類の長方形押型文としたものは、新東晃一氏によつて

同心円文押型文土器の一種 として論 じられてお り、細分の可能性も考えられる。

しかし、これ らの押型文土器については、地域性 一 特に南九州の場合は貝殻文土

器 との関係 ― を考えて論 じなければならないところであり、県内の縄文時代早期の

上器について論考されている岩永哲夫氏は、押型文土器の底部について注目され、

―ツ瀬川付近に文化圏の境界を設定されている。今後、これ らのことに留意しつつ

検討 しなければならないと考えられる。

つぎに、貝殻文土器について見てみると、Ⅳ a類は鹿児島県中尾田遺跡の91類

に類例が求められ、中尾田遺跡においては手向山式上器の中で捉えられているもの

である。Ⅳ b類については、柔ノ丸Ⅲ類 とされる土器に比定できると考えられる。

この土器は、県内では田野町出土の完形品があり、近接する野尻町内の東城原第 2

遺跡でも出上しているものである。また、Ⅳ C類 としたものは鹿児島県下黒1峰遺跡

出上の上器に類例が求められる。
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このように分類 して土器の出上分布を見ていくと第21図で示す とお りであり、手

向山式上器は 3区を中心に出上してお り、精円文・山形文の押型文土器については

1区に分布の中心が見られるようである。また、貝殻文土器についても、Ⅳ a類は

8-W区 と7・ 8区に分布の中心が見られ、Ⅳ b類については 2-E区 と8。 9区に

分布の中心が見られ、それぞれの種類で分布域に若干の差異が見られるようである。

この分布の差異については、色々な角度か ら検討されるべきものであるが、ここ

では従来の研究成果を踏まえて時期差 として捉えられるのではないかと考えておき

たい。

以上のように、新村遺跡・高山遺跡においては縄文時代早期の押型文土器を主体

とした土器群が確認され、特に高山遺跡においては礫群の分布や土器群の分布に特

徴がみ られ、今後この時期の遺跡を考えるうえで良好な資料になると考えられるも

のである。

(註 )

(1)永友良典 「赤木遺跡」『延岡市文化財調査報告書』Ⅲ 延岡市教育委員会 1987

(2)石材については県文化課穴戸章氏、石器については埋蔵文化財センター永友良典氏・県

文化課 長友郁子氏より御教示を得た。

(3)橘  正信 「宮崎県船野遺跡における細石器文化」『考古学論叢』31975

に)永友良典「堂地西遺跡」『宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書』第 2集 宮崎県教育委員会

1985

(5)緒方博文「百町原地区遺跡」『昭和63年度県営ほ場整備事業百町原地区工事に伴 う埋蔵文

化財発掘調査概要報告書』 日向市教育委員会 1989
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巻 宮崎考古学会 1989
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,0 岩永哲夫・菅付和樹 「宮崎県内の集石遺構 (1)」 『 九州考古学』58 九州考古学会 1983

安部祥人他 「縄文遺跡における『礫』の考古学的位置づけ」『古代文化』3612
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紀要』13 宮崎県総合博物館 1987

9〕 鹿児島県教育委員会 「中尾田遺跡」『鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書』15 1981

修9 鹿児島県教育委員会 「桑ノ丸遺跡」『鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書』 7 1977
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内
面

外
面

内
面

1
22
58

5-
W

深
鉢

コ
縁

吉
山

形
押

型
文

ナ
デ

良
好

浅
黄

橙
色

(1
0Y
 R
8/
4)

浅
兼

桂
色

(1
0Y
 R
8/
4)

0 
5m
m前

後
の

う
す
茶

、 茶
灰
色
黒

の
砂
粒

を
含
む

2
3-
ヽ
V

原
体

刻
文

・
山

形
押

型
文

に
/1
・

い
IE
色

(7
 5
YR
5/
3)

tt
J 
  
 

色
(7
 5
YR
4/
3)

0 
3m
m前

後
の

う
す
茶
、
白
、灰

色
の
細
叫

8

を
含

む

3
14
18

2-
部 「

橙
  
 

色
(5
Y 
R6
/6
)

に
ぶ

い
桂

色
(5
YR
6/
4)

細
砂
粒

と
イ
f英

、 角
閃
石

を
含

む

4
12
28

3-
部 「

ナ
デ

浅
策

橙
色

(1
0Y
 R
8/
3)

に
ぶ

い
橙

色
(7
5Y
R7
/3
)

白
、 茶

の
細
砂
粒

を
含

む

5
2W

浅
姜

笹
色

(1
0Y
 R
8/
3)

淡
黄
 

色
(2
 5
YR
8/
3)

0 
5m
m大

の
白
、灰

色
の
細
砂
粒

を
含
む

6
36
87

10
-耶

r
浅

黄
橙

色
(7
 5
YR
3/
6)

一 火
褐

 
色

(7
 5
YR
6/
2)

0 
3m
m大

の
う
す
茶

、
白

、灰
色

の
細

砂
粒

を

含
む

7
1-
W

浅
黄

橙
色

(1
0Y
 R
8/
4)

浅
黄

栓
色

(7
 5
YR
8/
3)

03
冊

1大
の

う
す
茶

、 灰
色

の
細
砂
粒

を
含

む

8
12
27

3W
浅

黄
橙

色
(1
0Y
 R
8/
3)

に
ぶ

い
褐

色
(7
 5
YR
6/
3)

0 
5m
m大

の
灰

色
、
白

色
の

I1
/粒

を
含

む

9
6-
都
′

登
  
  

色
(7
 5
YR
7/
6)

に
ぶ

い
褐

色
(7
 5
YR
5/
4)

04
～

5m
m大

の
茶

、灰
色
の
細
砂
粒

を
含
む

10
lW

曳
黄

橙
色

(1
0Y
 R
8/
4)

黄
橙

 
色

(1
0Y
 R
8/
6)

灰
、 茶

色
の

細
砂

粒
を

含
む

11
2E

火
黄

褐
色

(1
0Y
 R
6/
2)

浅
黄

橙
色

(1
0Y
 R
8/
4)

う
す
茶
、
白
色
の
細
砂
粒

を
含
む

12
35
3C

lW
曳

黄
橙

色
(1
0Y
 R
8/
3)

浅
黄

燈
色

(1
0Y
 R
8/
3)

茶
、灰

色
の

細
砂

粒
を

含
む

13
2-
E

美
 

黄
 

色
(2
5Y
7/
4)

浅
黄
 

色
(2
5Y
7/
4)

1
～

4m
l大

の
黒
色
、
う
す
茶
色
の
砂
粒

を
含

む

14
3E

底
部

実
黄

橙
色

(1
0Y
 R
8/
4)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
 R
6/
3)

1～
3m
m大

の
う
す
茶
、灰

色
の
砂
粒
を
含
む

15
4-
ヽ
V

登
  
  

色
(7
 5
YR
7/
6)

橙
  
  

色
(7
 5
YR
7/
6)

1～
5m
m前

後
の

う
す
茶
、 灰

色
の
砂
粒

を
含

む

2-
私
た

]縁
喜

精
円

押
型

文
惰

円
押
型
文

ホ
褐

 
色

(2
 5
YR
4/
6)

こ
ぶ

い
赤

褐
色

(2
 5
YR
5/
6)

石
英

、 角
閃
石

の
細
砂
粒

を
含

む

17
[Ⅵ
「

月
赤

褐
色

(5
YR
5/
6)

明
赤

褐
色

(5
Y 
R5
/8
)

l
mm
前

後
の

う
す
茶

、 灰
色
の
砂
粒

を
含

む

卜
部
r

ナ
デ

曳
黄

橙
色

(1
0Y
 R
8/
3)

に
ぶ

い
黄

褐
色

(1
0Y
 R
6/
3)

0 
5m
m大

の
う
す
茶

、 灰
色

の
細
砂
粒

を
含

む
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図
面

番
号

遺
物

番
号

地
LX
名

器
種

器
部

文
様

お
よ

び
調

整
焼

成
色

調
胎

上
備

考

外
面

内
面

外
面

内
面

1-
W

深
鉢

ヨ
縁

書
付

近
楕

円
押

型
文

楕
円

押
型

文
、
す

デ
良

好
完
 

黄
 

色
(2
5Y
7/
4)

浅
 

黄
 

色
(2
5Y
7/
4)

lm
m大

の
白
、透

明
、
う
す
茶

色
の
砂
粒

を
含

む

35
66

3-
Ⅵ

r
胴

部
ナ

デ
完

黄
橙

色
(1
0Y
 R
8/
4)

浅
黄

笹
色

(1
0Y
R3
/4
)

1
～

2m
m大

の
砂
粒

と
石
英
、角

閃
石

を
含
む

1-
ヽ

Ar
胴

部
登
  
 

色
(5
Y 
R7
/6
)

完
黄

橙
色

(7
5Y
R8
/4
)

石
英

、
角

閃
石

の
細

砂
粒

を
含

む

8-
MI

曳
黄

橙
色

(1
0Y
 R
8/
4)

黄
橙

 
色

(1
0Y
 R
8/
6)

2～
3m
m大

の
白
、灰

色
、茶

、 黒
色
の
砂
粒

を
含

む

33
25

3-
鞘
′

菱
形
押
型

文
菱

形
押

型
文

火
黄

褐
色

(1
0Y
 R
4/
2)

天
貢

褐
色

(1
0Y
 R
4/
2)

l
mm
大

の
白
色

、 茶
色
の
砂
粒

を
含
む

2W
山

形
押

型
文

・
ナ

デ
浅

黄
橙

色
(1
0Y
 R
8/
3)

褐
灰

 
色

(7
 5
YR
5/
1)

1～
3m
m大

の
白

、灰
色

の
砂

粒
を

含
む

4-
MI

胴
部

ナ
デ

に
ぶ

い
褐

色
(7
 5
YR
6/
3)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R7
/2
)

lm
m大

の
自

、
灰

色
、黒

色
の

砂
粒

を
含

む

12
55

3-
部

F
に

ぶ
い

黄
橙

色
(1
0Y
 R
6/
3)

灰
黄

褐
色

(1
0Y
 R
5/
2)

05
～

1 
5m
mの

白
、 透

明
、
う
す

茶
の

砂
粒

を
含

む

4-
W

灰
白

 
色

(1
0Y
 R
8/
2)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
 R
7/
4)

1～
5m
m大

の
灰

、
自
、
う
す
茶

色
の
砂
粒

を
含
む

35
63

3-
ヽ
V

褐
灰

 
色

(7
5Y
R4
/1
)

褐
灰

 
色

(7
5Y
R4
/1
)

1～
2m
m大

の
雲

母
粒

、
う
す

茶
色

の
砂

粒
を

含
む

3-
ヽ
V

コ
縁

吉
み
み
ず
膨

れ
状

の
突
帯

灰
黄

褐
色

(1
0Y
 R
4/
2)

淡
 

黄
 

色
(2
5Y
8/
4)

1
～

5m
m大

の
砂
粒

と
石
英
、 角

閃
石

を
含
む

2-
ヽ
V

橙
  
  

色
(7
 5
YR
7/
6)

橙
  
  

色
(7
 5
YR
7/
6)

lm
m大

の
茶

、灰
、
自

色
の

砂
粒

を
含

む

3‐
Vヽ

JJ
形

押
型

文
褐

 
灰

 
色

(1
0Y
 R
4/
1)

ぶ
い

黄
橙

色
(1
0Y
 R
7/
3)

細
砂
粒

と
石
英

を
含
む

25
02

8-
ヽ
V

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
 R
7/
4)

と
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
 R
7/
4)

白
色

、 透
明
の
秒
粒

を
含
む

4-
E

ナ
デ

褐
灰

 
色

(1
0Y
 R
4/
1)

こ
ぶ

い
48
J色

(7
 5
YR
5/
4)

1～
4m
m大

の
秒

粒
を

含
む

3E
掲

灰
 

色
(1
0Y
 R
4/
1)

に
ぶ

い
褐

色
(7
 5
YR
5/
4)

1～
5m
m大

の
砂

粒
を

含
む

S1
2

〕 本
単

位
の

沈
線

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R7
/4
)

褐
灰

 
色

(1
0Y
 R
6/
1)

1
～

3m
m大

の
茶

、
自
、灰

色
の
細
砂
粒

を
含

む

34
94

S1
2

に
ぶ

い
桂

色
(7
 5
YR
6/
4)

褐
 

灰
 

色
(1
0Y
 R
5/
1)

1～
3m
m大

の
茶

、灰
色

の
砂

粒
を

含
む
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図
面

番
号

遺
物

番
号

地
IX
名

器
種

器
都

文
様

お
よ

び
調

整
焼

成
色

調
士

備
考

外
面

内
面

外
i巨

内
面

7-
E

深
鉢

ヨ
縁

言
貝

殻
に

よ
る

浅
い

押
圧

ナ
デ

艮
好

橙
  
 

色
(5
Y 
R7
/6
)

登
  
  

色
(7
5Y
R7
/6
)

1～
3m
m大

の
石
英

、角
閃
7f
の
砂
粒

を
含
む

36
0〔

4-
W

胴
部

灰
褐

 
色

(5
Y 
R4
/2
)

登
色

(5
Y 
R6
/6
)

細
秒

粒
及

び
石

英
を

含
む

10
45

8-
W

橙
  
 

色
(5
Y 
R7
/6
)

登
  
  

色
(7
5Y
R7
/6
)

1
～

2m
m大

の
茶

色
、
透

明
、
黒

色
の

秒
粒

を

含
む

Ｗ Ｅ
に

ぶ
い

橙
色

(7
5Y
R7
/4
)

ぶ
い

橙
色

(7
5Y
R7
/4
)

1～
2m
m大

の
う
す
茶
、灰

色
の

'砂
粒
及
び
金

色
の
粒
子
を
含
む

3W
に

ぶ
い

褐
色

(7
5Y
R6
/3
)

こ
ぶ

い
椎

色
(7
5Y
R6
/4
)

1～
3m
m大

の
白

、灰
色

、 茶
、
金

色
の

秒
粒

を
含

む

3-
W

に
ぶ

い
橙

色
(7
5Y
R6
/4
)

ぶ
い

橙
色

(7
Y 
R6
/4
)

1
～

3m
m大

の
白
、 透

明
、 金

色
の
砂
粒

を
含

む

3 
Vヽ

に
ぶ

い
褐

色
(7
5Y
R6
/3
)

ぶ
い

橙
色

(7
5Y
R6
/4
)

1～
4m
m大

の
白
、 灰

、 茶
、 金

色
の
砂
粒

を
含

む

8-
ヽ
V

ナ
デ

橙
  
  

色
(7
5Y
R7
/6
)

登
  
  

色
(7
5Y
R6
/6
)

1
～

2m
m大

の
白

色
、 黒

色
、
金

色
の

砂
粒

を

含
む

24
97

8-
W

橙
  
  

色
(7
 5
YR
7/
6)

ぶ
い

橙
色

(7
5Y
R6
/4
)

1～
2m
m大

の
白

、
果

、
金

色
の

砂
粒

を
含

む

9-
�
V

貝
殻

に
よ

る
短

条
痕

橙
  
 

色
(5
Y 
R6
/6
)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
R7
/4
)

1～
5m
m大

の
砂

粒
と
石

英
、角

閃
石

を
含

む

17
35

2-
E

淡
橙

 
色

(5
YR
8/
4)

浅
黄

橙
色

(1
0Y
 R
3/
3)

1～
3m
m大

の
白

色
砂

粒
を

含
む

7-
E

に
ぶ

い
橙

色
(7
5Y
R7
/4
)

に
ぶ

い
橙

色
(7
5Y
R7
/4
)

1～
3m
m大

の
石
英

を
多

く
含
む

2-
E

貝
殻

条
痕

に
ぶ

い
橙

色
(7
5Y
R7
/4
)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
 R
7/
2)

細
砂
粒

と
石
英

を
含
む

lW
貝

殻
刺

突
運

点
文

浅
黄

種
色

(7
5Y
R8
/4
)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
 R
7/
3)

1
～

4m
m大

の
自
、 茶

、 灰
、 黒

色
の
砂
粒

を
含

む

51
35
43

2-
¶
′

引
縁

吉
貝

殻
刺

突
文

浅
黄

橙
色

(7
5Y
R8
/6
)

に
ぶ

い
黄

褐
色

(1
0Y
 R
7/
3)

2～
6m
mの

砂
粒

、
石

英
を

含
む

押
型

文
の

可
能

性
あ

り

36
01

4W
貝

殻
刺

突
文

浅
黄

橙
色

(7
5Y
R8
/6
)

浅
黄

橙
色

(7
5Y
R8
/6
)

1～
3m
m大

の
砂

粒
と

角
閃

石
を

含
む

21
69

4-
W

胴
部

縄
文

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
 R
7/
3)

に
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
 R
7/
2)

1～
2m
m大

の
白
色

、
う
す
茶
色
の
砂
粒

を
含

む

3-
E

ヨ
κ柔

吉
撚

糸
文

燃
糸

文
、
ナ

デ
に

ぶ
い

黄
橙

色
(1
0Y
 R
6/
4)

ぶ
い

黄
橙

色
(1
0Y
 R
7/
4)

lm
m前

後
の

灰
、 茶

、
白
色

の
細

砂
粒

を
含

む
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図
面

番
号

遺
物

番
号

地
区

名
器

種
器

部
文

様
お

よ
び

調
整

焼
成

色
調

胎
土

備
考

外
面

内
面

外
面

内
面

4-
ヽ
V

深
鉢

胴
部

然
糸

文
ナ

デ
良

好
こ
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
 R
7/
4)

灰
黄

褐
色

(1
0Y
 R
6/
2)

1～
4m
m大

の
白

、
う
す

茶
、 灰

色
の

砂
粒

を

含
む

29
8て

1-
M′

底
部

ナ
デ

ナ
デ

こ
ぶ

い
黄

橙
色

(1
0Y
 R
6/
3)

黄
 

橙
 

色
(7
 5
YR
7/
8)

1～
2m
m大

の
砂
粒

と
石
英

を
多

く
含
む

30
7ィ

2-
ヽ
V

永
1落

が
著

し
▼

登
  
  

色
(2
 5
YR
7/
8)

完
貢

橙
色

(7
5Y
R8
/4
)

1～
2m
m大

の
砂
粒

と
石
英

、 角
閃
石

を
含
む

外
面
～
押
型

文
の
可
能
性

あ
り

3-
耶

r
ナ

デ
ぶ

い
褐

色
(7
 5
YR
5/
3)

に
ぶ

い
黄

褐
色

(1
0Y
 R
7/
3)

1～
2m
m大

の
砂
粒

と
雲
母

、石
英

を
含
む



国 Ⅶ



図版 1

新村遺跡遠景 (東 から)

新村遺跡発掘区全景 (北 から)

-45-



図版 2

新村遺跡

土層断面

ン
　
　

　

層

対　　　”　　期膳　　　　　　楠

ア
　

　

カ
　
　
縄

早
　
　
　
　
　
　
小

}旧
石器時代包含層

)シ ラス

新村遺跡  1号 集石遺構
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図版 3

小林軽石

高山遺跡土層断面

高山遺跡  1号 集石
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図
版
４

高山遺跡  3号 集石遺構

高山遺跡  4号 集石遺構
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図
版
５

高山遺跡  5号 集石遺構

団

高山遺跡  6号 集石遺構
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第 I章 は じめ に

第 1節 遺跡の位置と立地

東城原遺跡群は、国道268号線を宮崎方面から野尻町に入つて500m程の高岡町境

に近い国道の南側に位置する。東城原第 1遺跡は、国道建設の際遺跡の広がる台地

が切断されたと思われるが、北向きの台地の標高178mの頂点付近に立地する。第 2

遺跡は、第 1遺跡の東約200mの位置にあり、同一台地上であるが緩やかな南向きの

標高180mか らの傾斜地に立地する。第 3遺跡は、第 2遺跡 と小さな谷を挟んだ約

300m南の台地の先端部に当たる狭少な南向きの標高176mからの傾斜地に立地する。

第 2節 発掘調査の経過

発掘調査の経過を日誌からの抜粋で記す。

10月 6日 第 1遺跡の調査に着手。重機による表土剥ぎ。焼石群検出。

10月 8日  包含層の掘下げ。細石核出土。

10月 13日 押型文土器、条痕文土器出土。チャー ト片多し。

10月 14日  チャー ト製掻器出土。遺物分布図作成。

10月 16日 細石核及び異形石器出土。

10月 18日 集石遺構検出。

10月 20日 第 2遺跡、表土剥ぎ。

10月 22日  第 3遺跡、表土剥ぎ。

10月 28日  第 1遺跡、縄文時代早期層について検出完了。

■月 1日  第 2遺跡、焼石検出。

11月 4日  遺物分布図作成。

11月 12日  第 2。 第 3遺跡 ともゴボウ耕作のための トレシチャーによる境乱が著 し

Vヽ 。

11月 14日 第 1遺跡、三回目の掘下げ。第 2遺跡、遺物分布図作成。

11月 19日 第 1遺跡、集石遺構実測。第 2遺跡、土器集中出土。

11月 27日  第 2遺跡、遺物分布図作成。

12月 9日 第 2遺跡、整った集石遺構検出。第 3遺跡、遺物分布図作成。

12月 10日 第 2遺跡、集石遺構写真撮影。
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12月 ■日 第 2遺跡、集石遺構実測。第 3遺跡、遺物分布図作成。

12月 15日 第 3遺跡、整った集石遺構検出。

12月 20日  発掘区全体図を作成の後、調査終了。

第 3節 包含層の状態

東城原遺跡群における基本土層は、表土面下約300cm前後で確認されるAT層 と約

40cmで確認されるアカホヤ層を鍵層 とする。 I層の耕土は約20cmで 、Ⅱ層の黒色土

層は約20cmで ある。このアカホヤ層上の黒色土層は縄文時代前期以降の包含層 とし

て想定されるが、東城原遺跡群のいずれでも、該当層において遺構・遺物は確認さ

れていない。Ⅲ層のアカホヤ層は約40cmの厚さがあり、下部には約10cmの厚さでい

わゆる鬼界パ ミスの堆積が明瞭に見られる。Ⅳ層は厚さ約10cmのいわゆるカシワバ

ンで、V層は埋没表層 とみられる厚

さ約20cmの黒色土層である。 トレン

チャーによる境乱は、おおよそカシ

フバンの下面から次のⅥ層にまで及

んでいる。Ⅵ層が、厚さ約40cmの黒

褐色土層で、縄文時代早期の包含層

である。ただ、同一層内において細

石器の出土が認められてお り、その

理解が問題 となる。以下はいわゆる

小林軽石層から�層に至るが、東城

原第 1遺跡では、AT層 ではなく粗

く固く締まった約33,000年 前のいわ

ゆる粟オコシ層である。本報告書に

掲載されている新村、高山遺跡にお

いては、AT層がみられるが、本遺

跡において土層観察坑を設定した部

分が、台地上の小さな谷地形に当た

るためAT層は開析 されたものとみ

らオしる。

Ⅵ.黒褐色土 (縄文早期上器、細石器包含層)

第 1図
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第 Ⅱ章 調査 の結果

第 1節 東城原第 1遺跡

1,概  要

第 1遺跡は、 トレンチャーによる撹乱が筋状に入 り、所によっては縄文時代早期

の包含層にも及び遺構の検出もはかばかしいものではなかった。遺物は、厚さ約40cm

のⅥ層黒色土層で縄文早期土器と細石器が出土している。以下、新村、高山遺跡で

確認されたX、 �層相当層に包含される可能性のあるナイフ形石器などの旧石器時

代の包含層についての発掘調査は、工事造成の深度が及ばないとの確認によつて保

留されている。したがって、細石器の出土からも充分に想定されるように、今後も

周知の埋蔵文化財包蔵地として位置付けされるであろう。

検出した遺物は、縄文時代早期の押型文、貝殻文土器が中心であるが、出土量は

少ない。石器では、石鏃 7,点 のほか、掻器 1点、細石核 4点 と細石刃があり、注目

される初見の資料として一見石鏃形をしているが先端部が丸く、刃部等の整形が見

られない磨製の異形石器がある。

一方、遺構では焼石からなる「散石」と「集石」があり、集石遺構は全体で 5基

確認されている。

これ らの遺構、遺物の出土は北側国道よりの地区に限られ、南側への拡張によっ

て遺跡の広がりを求めたが、本来の小さな谷地形に当たり生活に適さない場所 とし

て広がりを持たないものと判断された。

2,遺 構

調査区のほぼ中央に焼石の散石がみられた。集石遺構は、その東側で 4基、西側

で 1基が検出され、推定される旧地形のなかでは、北の国道側への大きな谷 と南の

小さな谷に挟まれた東西に延びる馬の背状の地形に生活が展開されていたものと思

われる。

不幸にしフて トレンチャーの境乱がことに遺構のある場所で著 しく、検出された集

石遺構にまで境乱がみられ、完全な形を伝えるものはなかった。また、集石遺構の

掘 り込みのはっきりしたものはなかった。いずれも比較的に小さな 5 cm大の礫石か

ら構成される集石遺構で、後に延べる第 2遺跡 とは異なる印象を持った。
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少ないながら土器片の集中は、中央の散石部分にみられ、また石器及び剥片もや

はり散石周辺に集中し、集石遺構周辺にはわずかに散布が認められるに過ぎない。

しいて集中部分を上げれば 1号 と3号集石遺構の間、および 2号集石遺構周辺に剥

片等は集中している。

3,遺 物

遺物の中で、土器の出土は散石の上面にほぼ集中している。第 4図 3・ 4は、第

1遺跡で出土した土器の大半を占めるもので、復元は困難ながら一個体分にちかい

破片が集中して出土している。器壁は厚 く1.4cm程 あり、短 く押圧にちかい貝殻条痕

が施されている。

押型文土器は、 2点確認され、表面が楕円押型文で内面口縁端部に山形押型文が

施された第 4図 1と 山形押型文土器の第 4図 2がある。

石器では、出土層位が問題 となる細石器が 4点及び細石刃が出上している。第 5

図 1が 四角すい形で、 2～ 4は船底型で、石材は 1・ 3が砂岩、 2が流紋岩、 4が

チャー ト質である。 5。 6の細石刃は 1・ 3か ら素1離 されたものとみられる。

2

第 4図 東城原第 1遺跡出土土器実測図

-61-



第 5図 7は、頁岩製の掻器で、正面形がU字を呈する。

また、初見にあたる第 5図 8の石器は、一見石鏃形であるが、刃部の形成はみら

れず、全面に磨き調整が施され、一短辺に切 り込みがある。この時期には、いわゆ

る「トロトロ石器」と呼ばれる異形局部磨製石器の存在があるが、ここでは単に異

形石器 として扱っておきたい。

石鏃は 7点出土しているが、 2点が黒曜石で、ほかはチャー ト質の石材である。

石鏃については、 3遺跡を通して分類等の検討を加えて後述 したい。

第 2節  東城 原 第 2遺跡

1,概 要

第 2遺跡は、標高180mの南向きの緩やかな傾斜地に立地 し、生活の場 としての条

件は、 3遺跡の中では最も良好な場所である。

面的な発掘を目指 したが、傾斜地の南で遺物の分布が途切れ、そのかわ り1基だ

け単独で整った形状の集石遺構が存在 した。遺物及び焼石の分布は、傾斜地の最も

高い部分を中心にみられた。

磁    硼

▽MMⅦ M留35彩

第 5図 東城原第 1遺跡出土石器実測図
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検出した遺構は、集石遺構 2基 と膨大な量の散石、及び散石下の 2箇所に径 3～

4mの広がりでいわゆる集石遺構 とは異なる礫石の集中が認められた。集石遺構を

構成する礫は、10cm以上の比較的大振 りの礫を用いているのに対 してヾ散石及び散

石下の集中した礫は、10cm以下の小振 りないしは砕けた礫で構成されるという違い

が認められている。

遺物の出土では、散石の途切れた地点で手向山式系の上器が倒立した状態で検出

され、また周辺では多数の象1片が集中して認められた。また、押型文の大半は散石

に伴い出土してお り、多数の剥片も出土している。ほかにチャー トの原石がみられ、

細石刃も少数ながら検出されている。

2,遺 構

典型的な集石遺構は、 2基検出され、 3遺跡の中でも最も整った集石遺構であつ

た。とりわけ 1号集石遺構は、掘 り込みも最深部で25cnあ り、底面には長軸20cm大

の扁平な石を敷いている。また、埋め上の中には細かな炭化物が含まれていた。

いわゆる竪穴住居跡など居住の遺構は検出されなかったが、土器片の密度の高い

2～ 4m程の集中部分は10cm程離れて 2箇所に認められている。また、その 2箇所

には石器及び剥片の散布は多くはみられず、石器及び剥片の密度の高い集中部分は、

大きくは 3箇所に認められている。北の調査区境の 2箇所の集中部分は散漫な状態

であるが、南の集中部分は径 8m程の円形のまとまりを呈すると共に上器片の散布

も同様に認められる。

3,遺 物

土器は、大きくは押型文系、貝殻文系、撚糸・縄紋系、無文系に分けられる。

第 7図 1～ 11は押型文土器である。山形 (1～ 3・ 5。 6)、 精円 (7～ 11)、 格

子 (4)の タイプが認められる。また、検出された押型文土器の多くは胎上の砂質

が強く、色調も明るく黄橙色系である。 1は 口径34cmに復元される大型の押型文土

器である。 2・ 7は、山形、楕円の違いはあるが、日縁内面にいわゆる原体刻文と

呼ばれる短条線を施す共通の技法が認められる。山形では 6、 精円では10の紋様が

緻密で、器壁 も薄 く小型の器形が想定され、用途などの違いが問題される。

13～ 16は刻みの見られる胴部片で、13は 下位に撚糸文が認められ、いわゆる平権
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第 7図 東城原第 2遺跡出土土器実測図 (1)
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式に分類される資料であろう。

第 8図 1～ 7は貝殻文土器であるが、 1が条痕、 5が刺突を綾杉状に、 3・ 6・

7が刺突を条線状に施す ものである。全体的な傾向としては、 先の押型文土器に対

し、胎上の砂質は少なく、雲母が含まれるのが特徴である。

8は無文土器で、胎土は比較的精選され薄手に仕上げられている。

第 9図 1は 3遺跡の中で唯一完全形に復元できる資料であるが、底部は胴部下端

部と直接接合面がないため実測図上でも切 り離して示 している。胴部の中程で「く」

宇形に屈曲し、日縁部にかけて緩やかに外反する。日縁部と胴部屈曲部が突帯下し、

ともに押圧風の刻みが施 されている。文様は胴部突帯の上部 と下部で異なり、上部

は撚糸文の上にやや幅広のヘラ描きが横位、斜位に施され、下部は撚糸文のみの施

文である。胎土は精選 され、焼成も良好な土器で、手向山式系に属するものとみら

れる。

他、第 9図 2は撚糸文、第 9図 3は縄紋を施す土器である。

一方石器類では、石鏃が36点出土している。黒曜石製は 5点のみで、ほかはチャー

ト質の石材である。分類等については後述する。

鋒21

0                               1 0em

第 9図 東城原第 2遺跡出土土器実測図 (3)

単
一
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第 3節  東城 原 第 3遺跡

1,概 要

第 3遺跡は標高176mに あり、南向きのほぼ平坦地に立地 している。遺跡の範囲は

限られ標高179mの高い部分についての遺跡の広がりについて追求も行つたが、遺構・

遺物の出土は見られず、南端の部分に遺跡の範囲は限られる。それは、縄文時代早

期において現地形でみるより大きな谷によって台地の高い部分と遺跡の立地する南

端部分が区切 られていたためと判断される。

検出した遺構は、先の 2遺跡 と同じく集石遺構 と散石であつたが、 2遺跡 と比べ

て散漫な状態であった。

2,遺  構

散石は文字通 り散漫で、集石遺構 とみなせるものは、 2基に留まる。 1号集石遺

構は、平均 して10帥未満の比較的小振 りな礫から構成される整った遺構であるが、

下部の掘 り込みは明瞭でない。

土器の出上の最も密集の高い集中部分は 1箇所に認められ、やや散漫な部分は 4

箇所程認められる。また、石器及び剥片の密度の高い集中部分はおおむね 3箇所に

認められる。ここでも石器及び剥片の最も密集する部分では土器片の出土が薄 く、

土器の集中と石器及び剥片の集中には異なる地′点を認めることになった。また、剥

片の集中には黒曜石が多く見られている。

3,遺 物

出上した遺物は押型文土器 (第 10図 10)

1～ 4)、 貝殻文系土器 (第 10図 5～ 9)、

的に目立つものが無文土器である。

は少なく、いわゆる前平式上器 (第 10図

ほかは無文土器 (第 10図11～ 18)で中心

7は唯一山形日縁を成す貝殻刺突文土器である。

土器の胎土は、貝殻文系土器に雲母が含まれ、前平式土器は砂質が強く、無文土

器は石英、角閃石を多く含むが精緻で、作 りは無文土器が器壁 も薄 く仕上げられて

Vヽ る。

石鏃は54点出上しているが、黒曜石が39点 と圧倒的に多く注目されるし、小型の

精巧な石鏃が主体を占めている点も注 目される。このことについては後述する。
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第Ш章 考 察

第 1節 細石器の位置付け

第 1遺跡の調査で問題 となるのは、土器片に 「共伴」 した細石器の出土である。

遺跡はゴボウ作付けの トレンチャーによる撹乱が著 しく集石遺構の破壊 もかなり進

行していたが、散石に混在する細石器の出上した地点自体の境乱はない。従って、

最初に細石器を確認 した際の下層から巻き上げられた可能性についての疑いは、ま

ず打ち消される。ただし、出土層位について慎重に疑 うとするならば、散石の形成

をどのようにとらえるかに係わってくる。すなわち、土器片も細石器もいずれも散

石上面を中心に確認されているが、散石の形成が集石遺構の礫の使用後の廃棄 とい

う行為の産物とすれば、形成時における多少の撹乱が伴 うことが考えられる。その

結果同一層位出土として確認されるに至った可能性はあるが、同一層位 ととらえて

も当該期の 「同一」には、数百年単位での幅が付与されることも考慮される。

細石器 と土器の共伴の出土は、長崎県泉福寺洞穴、城ケ岳平子遺跡などで隆起線

文土器や押型文土器、県内では岩土原遺跡での爪形文系土器 との共伴が認められた

例はある。しかし、第 1遺跡で認められた押型文土器及び貝殻文系土器はそれ らに

比べ時期的に下るもので、また出土層位もアカホヤ層直下の縄文時代早期層と規定

できる土層である。従って、このまま層位関係を認証することが出来るとすれば、

県内でも最も新しい時期まで残 された細石器の資料ということが出来る。

第 2節 土器類の様相

第 2遺跡で検出された手向山式系土器は、器形的にやや長細いものの胴部の屈曲

から口縁部にかけて外反するプロポーション、胴部と口縁部に施 される刻 目突帯文

などは手向山式の特徴を伝えるものである。しかし、胴部の上部 と下部の文様要素

にはかなりの異色性が認められる。この資料には押型文は見られず、上部の地丈は

撚糸文でありその上をヘラ描きがはしっている。押型文にしろ撚糸文にしろ、施文

技法が回転施文であることを考えれば、文様施文意識の上での共通性を認めること

ができる。しかし、類例を求めたうえで新たな型式の範疇を設定するに足る特徴的

な土器であることには変わ りない。

また、第 3遺跡での無文土器は、無文土器 自体がこれまで余 り取 り上げられるこ
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とがなく、県内でも注 目されたことのない遺物 として貴重な存在である。全体形が

見れるものがないため充分な検討が出来ないが、傾向としては比較的胎土も精緻で

丁寧に作 られた印象を受ける。しかし、この傾向は必ずしもこれまで知 られていた

東九州での理解にスムースに受け入れ られるものではない。無文土器を出土する遺

跡によつては、厚手の無文土器の存在も知 られている。

次に各土器の層位的関係ないしは編年の問題であるが、まず第 1に、 日向内陸部

においてアカホヤ層下の縄文時代時代早期層を分層することは不可能に近い。わず

か20～40cm程度の上層に千年単位の時間が堆積することになるが、本遺跡群におい

ても層位的に判断できる材料はない。

しかし、 3遺跡ごとの上器の出土量の違いはあるが、 3遺跡を通 じての共通の上

器と独 自の土器がある。共通の上器 としては押型文及び貝殻文系土器が上げられる。

しかし、第 2遺跡では手向山式系土器の存在が目立ち、押型文土器を中心に幾分多

様な土器が認められ、第 3遺跡では無文土器の存在が目立ち、前平式土器が新たに

加わる土器様相の違いが看取される。

第 3節 石鏃の分類と傾向

上器に見る3遺跡間の傾向の違い以上に、際立った違いを見せるのが石鏃の形態

と石材の在 り方である。

まず、注 目されるのが第 1遺跡からの石鏃の出土が 7点 と少ないこともありはつ

きりしたことは言えないが、第 2遺跡 と第 3遺跡 との間では、第 2遺跡では黒曜石

が約14蘇 と少なくチャー トが大半を占めるのに対して、第 3遺跡では黒曜石が約72

蘇 と大半を占める。また、第 3遺跡では、石鏃の製作を示す黒曜石の剥片などが多

量に出上している。

次に形態上の問題では、大きくは三角形 (A)と砲弾形 (B)と もい うべき 2側

辺がやや膨 らむ 2種類がある。また、基部が狭 りの無いタイプ (a)と 、狭 りの有

るタイプがありその中は浅い挟 り (b)と 深い快 り (C)及び底辺全体の狭 り (d)

の4種が認められる。さらに、2底角部の加工が無いタイプ (1)と 有るタイプ (2)

の 2種に分けられる。

第 3遺跡で顕著に認められる石鏃の形態は、小型ないしは中型の三角形ないしは

二等辺三角形の狭 りの無いタイプ (△ ―a_1)と 狭 りの有るタイプ (A― d-1及び
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A― b-2)である。前者、後者共54点 中の

約39蘇 を占める。つまりは全体の78蘇 がこ

の 2種である。しかも前者ではその76蘇が

黒曜石製で、後者でも62蘇 が黒曜石製であ

る。

こうした第 3遺跡の様相に対 し、第 2遺

跡では小型の石鏃は少なく中型ないしは大

型の石鏃が多くを占める。その中で目立つ

ものが、三角形の挟 りの浅いタイプ (A― b―

1)と 深いタイプ (△一C-1)、 砲弾形の快

りの浅いタイプ (B― b-1)と 深いタイプ

(B― C-1)で ある。

こうした石鏃の形態の差は、狩 りによっ

て獲得すべき対象物の違いによって考慮さ

第12図  石鏃分類模式図

れたものであろうが、遺跡による明らかな石鏃の傾向の違いは狩猟 とい う生活形態

の違いにまで行き着 く問題である。

ひ（一ペ
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(そ
の

他
)

7 
5Y
R5
/4
に

ぶ
い
褐
色

(上
部

)

10
Y 
R6
/2
灰

黄
褐

色
(そ

の
他

)
鶉
籍
踊
霧

麹
鰐

外
面

の
1都

に
ス

ス
付

着

14
胴

部

ナ
テ
上

の
泥
線

突
帯
の
上
に
貝
殻

(?
)に

よ
る
刺
突

寸

ナ
テ

良
好

10
Y 
R6
/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
10
Y 
R7
/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
窪明
卿

き 蕊
疹 哲

黒
、

ヨ
ヨ
ナ
デ

、突
帯

ナ
デ

良
好

;Y
R6
/6
橙

  
  
  

色
;Y
 R
6/
6橙

  
  

色
プ騨

i役
?筋

瞥
型
線

る
微

粒
を

含
む

B同
部

ヨ
コ
ナ
デ

、突
帯

ヨ
ヨ
ナ
デ

良
好

;Y
 R
6/
6橙

  
  

色
;Y
 R
6/
6橙

  
  

色
蟄螺

簗
3繹

鍵
翻
編

2忠
途

微
粒

を
含
む

17
凹

線
表
面

は
あ
ば

た
状

を
程
す

剥
離

良
好

10
Y 
R7
/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
5Y
 R
7/
4に

ぶ
い

橙
色

25
YR
7/
3浅

  
黄

色
2m
m以

下
の
黒
色

の
粒

を
含
む

胴
部

山
形
押
型

文
の
上

を
半
載

竹
管
条
痕

文
ョ
コ
す
デ
、剥

離
良

好
10
Y 
R7
/4
に

ぶ
い

黄
種

色
2 
5Y
R5
/4
黄

  
褐
  

佳
碧l

浸
弩
切
ε 蛎
窃
郎
焼
老 鵬

す
o

1
深

鉢
聴 ～ 耐

ヨ
コ
ナ
デ

貝
殻
条
痕

(>
型

)

ヨ
コ
ナ
テ

良
好

10
Y 
R7
/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
10
Y 
R2
/2
黒

掲
色

(黒
変

部
)

25
Y8
/4
淡

 
黄

 
色

10
Y 
R2
/2
黒

褐
色

(黒
変

部
)
ま
〔w
n儲

毯l
架
召2

3埋
憲 吾
ぶ含

外
面
に
ス
ス
付
着

両
面
が
黒
変

2
鉢 締

深 佃
聯 ～ 脚

ヨ
コ
ナ
デ
の
後
斜
方
向
に
貝
殻
条
痕
、

日
唇
部

に
す
デ

剥
離

、
ナ

デ
良

好
7 
5Y
R5
/4
に

ぶ
ψ`

褐
色

色 色

褐
ヽ

赤

褐

ぶ
に 灰

Ｒ Ｒ

Ｙ Ｙ

1～
3m
mの

金
雲
母

と
粉

っ
ば
い

白
色
粒

1～
4m
mの

砂
粒

多
含

3
UB
 2

鉢 備
深 佃

聯 ～ 耐
貝

殻
床
1突

女
ナ
デ

ロ
唇
部

か
ら
ヨ
コ
ナ
デ

良
好

10
Y 
R6
/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
10
Y 
R5
/2
灰

 
黄

褐
色

1～
3m
mの

金
雲
母

、
白
色
、そ

の
他

の
砂

*立
、

ご
く
細

か
い
石

英
を
多

く
含
む

4
深

鉢
底

部
ヨ

ヨ
ナ

デ
の

後
貝

殻
条

痕
ヨ

コ
ナ

デ
ヨ
ヨ
ナ
デ

良
好

7 
5Y
R5
/4
に

ぶ
い

褐
色

5Y
 R
5/
4に

ぶ
レヽ

褐
色
漑I

烹
†鍋

賓
奄 と
命 講

坪
号く 3

軽
屋

多
く
含

む
内

面
に

ス
ス

付
着

5
深

鉢
唯 ～ 肺

ヨ
コ
す
デ

貝
殻
刺

突
文

(く
の
字
模

様
)

ナ
デ

、 風
化

良
好

10
Y 
R5
/2
灰

 
黄
 t
fB
 

色
5Y
 R
5/
1黄

  
灰

色
lm
m前

後
の

白
い
砂
粒

、石
英

を
多

く
含

む
1～

2 
5m
mの

金
雲
母
含
む

外
面

に
ス

ス
付

着

6
胴

部
タ
テ
方

向
の
貝
扱
刺
突

文
＼

方
向

の
す

デ
良

好
5Y
R7
/6
橙

6Y
 R
6/
6橙

色 色
5Y
 R
3/
2黒

  
褐

5Y
4/
2暗

 
灰

色

黄
 

色
サ設

、 冥
鼻景
晃塚
望l

遜
Ⅵ靱
陥

び
光

る
微

粒
を

含
む

7
角

筒
日

縁
日
唇

部
に

ク
ス

リ

タ
テ

方
向

に
貝

殻
刺

突
文

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
(―

)の
後

ナ
デ

良
好

45
YR
3/
2黒

  
褐
  

色
7 
5Y
R3
/2
黒

  
褐
  

色
う蒜
勢 麟

盗
冷
甕あ
身を
督惑

楔
状
貼

り
付

け
か

も
し
れ

な
い

け
ど
貼

り
付

け
面
不
明

8
深

鉢
唯 ～ 繭

ヨ
コ
ナ
デ
、 縦

方
向
に
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

表
面

に
凹
凸
が
み

ら
れ

る
R好

10
Y 
R5
/4
に

ぶ
い

黄
褐

在
7 
5Y
R6
/6
橙

  
  

と
7 
5Y
R6
/6
橙

  
  

色
10
Y 
R4
/3
に

ぶ
い

黄
掲

色
1～

41
mの

白
、 茶

色
の
砂
粒

を
含
む
。1

～
3m
m

の
石
英

、0
5m
大

の
角
閃
石
多

く
含

む
内
面

に
黒
変

あ
り

9
鉢 職

底
部

ヨ
コ
ナ
デ

す
デ

良
好

5Y
 R
5/
4に

ぶ
い

赤
褐

色
7 
5Y
R6
/4
に

ぶ
い

橙
色

1～
3m
mの

石
英

多
含
。1

～
3m
mの

角
閃
石

、

端
糾 賭

絶
窮
殿

猪
鼻

1～
内
面

に
黒
変

あ
り

9
1

呼 ～ 附 曲

2段
に
圧
痕
文

突
帯
の
上

に
亥
1み

(?
)

ナ
デ

良
好

10
Y 
R6
/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
10
Y 
R5
/2
灰

 
東

褐
色

黒
く
光

る
粒

、 透
明
な
粒

白
、
う
す
茶

の
粒

を
合
む

突
帯

の
す

ぐ
上

と
日
縁

部
に

ス
ス
付
着

2
胴

都
縄

文
(?
)

ナ
デ

良
好

10
Y 
R7
/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
10
Y 
R7
/6
明

黄
褐

色
選係

鰹
窮Я
洗

2み
歳
縄

2昏
む

3
胴

部

ナ
ナ

メ
方

向
の

撚
糸

文
ヨ

コ
方

向
の

撚
糸

文
豪
1離

ヨ
コ
ナ
デ

良
好

色 色

橙 褐

黄 黄
い い

ぶ ぶ

Ｒ Ｒ

Ｙ Ｙ

‐
０

‐
０

色 色
褐

褐 ヽ
黄

ぶ

黒 に

Ｒ Ｒ

Ｙ Ｙ
箭4

瑚
鶴

磐
狩
』 聯

観
霧

i
内

面
の

1部
に

ス
ス

付
着



― 【 ∞ ―

表
3 

東
城

原
第

3遺
跡

出
土

土
器

観
察

表

図
面

番
号

遺
物

番
号

遺
構

名
器

種
器

部
文

様
お

よ
び

調
整

焼
成

色
調

胎
土

備
考

外
面

内
面

外
面

内
面

1
UB
 3

深
鉢
嘘 ～ 肺

押
圧
文

、 刺
突
文

貝
殻
腹
縁
束
J突

文
、ナ

デ
す
デ
、 風

化
良

好
10
Y 
R6
/3
に

ぶ
い

黄
褐

窪
10
Y 
R4
/2
灰

 
黄
 

褐
 

色
を
5Y
5/
2暗

灰
黄

色
1～

5 
5m
mの

日
、 灰

、 黍
色

の
砂

池
大

変
多

く
含

む
。
lm
mt
ti
後

の
石

英
角

閃
石

を
少

し
今

す
o

内
面

に
ス

ス
付

看

2
鉢

日
縁

床
1突

、
横

方
向

に
条

痕
ヨ
コ
す
デ

良
好

7 
5Y
R6
/6
橙

  
  
 

色
10
Y 
R5
/3
に

ぶ
い

黄
掲

色
7 
5Y
R6
/8
明

  
褐

色
細
砂
粒
05
～

2 
5m
mの

角
閃
石

,石
英
多

く
含
む
。1

～
6m
mの

自
、灰

、茶
色
の
砂
粒

を
含

む

3
鉢

口
縁

横
方

向
に

条
涙

ヨ
コ
ナ
デ
、風

化
良

好
10
Y 
R7
/6
明

黄
褐

色
10
Y 
R5
/2
灰

黄
褐

色
細

砂
粒
05
～

lm
mの

角
閃

石
多

く
含

む
1～

2m
mの

自
、灰

色
の

秒
粒

含
む

4
鉢

日
縁

横
方

向
に

条
痕

ヨ
コ
ナ
デ

良
好

7 
5Y
R7
/8
暗

め
の

黄
橙

魯
10
Y 
R7
/6
明

黄
褐

色
細

砂
粒

lm
m大

の
石

英
多

く
含

む
。
1～

4m
m

の
白

、 茶
の

砂
粒

含
む

。
lm
m以

下
の

角
閃

石
少

し
含

む
日

唇
部

付
近

に
ス

ス
付

着

深
鉢

口
縁

ヨ
コ

ナ
デ

、斜
方

向
に

条
痕

て
い
ね

い
な

ヨ
コ
ナ
デ

良
好

10
Y 
R4
/2
灰

黄
褐

色
5Y
5/
21
音

灰
黄

色
細

砂
杜
05
～

3m
mの

日
つ

は
い

砂
杜

大
変

多
く
含

む
、
ご

く
細

か
い

角
閃

石
lm
m前

後
の

石
糞

含
神

6
深

鉢
口

縁
ナ
デ
の
統
縦
方
向
に
波
形
の
貝
捌
唆

縁
条
痕
文

ヨ
コ
ナ
デ

良
好

75
YR
5/
6明

  
褐

色
75
YR
5/
6明

  
褐

色

lm
m前

後
の

自
色

の
砂
粒

大
変

多
く
含

む
2～

4m
mの

も
の

も
あ

る
lm
mの

石
英

lm
m弱

の
金

雲
母

・
角

閃
石

を
含

む

7
深

鉢
日

縁
維
方
向
に
波
形

(約
3c
mず

つ
で
切
ね

て
い

る
)貝

殻
腹
縁
条
痕
文

ヨ
コ
す
デ

良
好

75
YR
6/
6橙

  
  
 

佳
10
Y 
R5
/3
に

ぶ
い

黄
掲

色
lm
m弱

の
自
色
の
砂
粒

2～
3m
mの

自
茶
色
の

砂
粒

を
含
む
。
lm
m前

後
の
石
英

・
金
雲
母

歩
合
す

o

8
深

鉢
日

縁
ヨ

コ
ナ

デ
の

後
、 横

、 斜
方

向
に

貝
殻

束
」
突

文
、

ヨ
ヨ
ナ
デ

、 凹
凸

あ
り

良
好

5Y
 R
5/
6明

5Y
 R
4/
3褐

褐
  

色 色
10
Y 
R4
/6
掲

  
  

色
白
色

の
細
砂
粒

lm
m弱

の
石
英

、 角
閃
石

も
含
む

9
日

縁
向
き
が
ち
が

う
2つ

の
斜
方
向
の
貝

殻
刺

突
文
、
ヨ
コ
す
デ

ナ
デ

良
好

10
Y 
R5
/6
黄

  
褐
  

色
5Y
R5
/6
甥

  
褐
  

色
3 
5m
m前

後
の

赤
、
茶

、
日

、
透

明
の

粒
、
2m
m

以
下

の
自

透
明

、
金

雲
母

、
白

、 茶
、 黒

、
う
す

茶
灰

務
明

の
秒

粒
及

てゞ
北

る
微

粒
を

合
す

o

鉢
口
縁

日
唇
部

|こ
′ヽ

フ
_L
tt
iC
艇

フテ
同
イこ
亥

み ナ
デ

、
山
形
押
型
文

山
形
押
型

文
、 剥

離
良

好
26
Y8
/3
淡

  
黄
  

色
10
Y 
R7
/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
05
～

2m
mの

角
閃
石

、l
mm
前

後
の
石
英
、1

～

2 
5m
mの

砂
粒

(白
、 茶

)含
む
。

11
深

鉢
聴 ～ 諫

押
圧

文
、 貝

殻
腹
縁
刺
突

文
声
1突

文
、す

デ
ナ
デ
、風

化
良

好
10
Y 
R6
/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
5Y
5/
2暗

灰
黄

色

1～
5 
5m
mの

自
、 灰

、
本

色
の

砂
粒

大
変

多
く
含

む
。
lm
m前

後
の

石
英

、 角
閃

石
を

少
し

合
す

o

12
深

鉢
日

縁
ヨ
コ
す
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

艮
好

5Y
R5
/8
明

 
赤
 

掲
色

75
YR
6/
6橙

5Y
R6
/6
橙

色 色
石
含
む

2～
3m
mの

茶
色

っ
ぽ
い
砂
粒

含
む
少

し

13
深

鉢
日
縁

ヨ
コ
ナ
デ

色
い

ミ
ガ

キ
、
風

化
気

味
良

好
5Y
R5
/8
明

赤
褐

色
5Y
 R
5/
6明

赤
褐

色
lm
m以

下
の

石
英

・
白

つ
ぽ

い
砂

粒
含

む

14
深

鉢
口

縁
ヨ
コ
ナ
デ

表
面

に
ゆ
る
や

か
な
凹
凸

あ
り

ヨ
コ
ナ
デ

良
好

色 色
橙 褐

の
黄

い

め

ぶ

暗 こ

Ｒ Ｒ

Ｙ Ｙ

５ Ю

75
YR
6/
61
/7

10
Y 
R5
/2
灰

色

黄
 

褐
 

色

ご
く
細

か
い
石
英
 
角
閃
石
含

む
白
、 黒

つ
ば
い
細
砂
粒

含
む

15
深

鉢
口

縁
ヨ
コ
す
デ

ヨ
コ
ナ
デ

良
好

10
Y 
R4
/6
褐

10
Y 
R2
/2
黒

色

lt
J 
 

色
5Y
R6
/6
橙

  
  
  

色

lm
mt
tf
後

の
石
夷

、 角
閃
石
少

し
含
む

lm
m弱

の
自
、灰

、 茶
の
砂
粒

含
む

2～
3m
mの

自
い
砂
粒

も
あ

る

深
鉢

日
縁

ヨ
コ
ナ
デ

表
面

に
ゆ
る
い
凹
凸
が
あ

る

ヨ
コ
ナ
デ
、 横

方
向
に
条
痕

が
み

ら
Rる

。風
化

良
好

7 
5Y
R6
/6
橙

  
  

色
色 色

褐

橙
の

黄

め

赤 暗

Ｒ Ｒ

Ｙ Ｙ

Ю ５

榊
μ

Tr
lm
m人

の
Fa
央

、
日

余
色

の
υ
tr
宮

む ご
く
細
か
い
角
閃
石
含
む

17
深

鉢
口

縁
ヨ
ヨ
ナ
デ

ミ
ガ

キ
、斜

方
向

の
キ

ズ
良

好
5Y
R5
/8
明

赤
褐

色
7 
5Y
R4
/3

褐
色

lm
m以

下
の
石

英
、 角

閃
石
少

し
含
む

白
、黒

、 茶
つ
ば
い
細
砂
粒

含
む

深
鉢

日
縁

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

良
好

7 
5Y
R4
/4
褐

  
  
 

色
10
Y 
R5
/4
に

ぶ
い

黄
tt
J色

YR
6/
8橙

5Y
5/
2暗

色

灰
 

黄
 

色

こ
く

lW
か

い
月

閃
れ

、
lm
m 
tt
w像

の
41
央

宙
む lm
m大

の
自

、黒
の

砂
粧

含
む



表 4 石鏃計測表

単位 :cm

番

号

土
跡

出
遺

全  長 幅 厚  さ
快 り 端

度

先

角 重  さ 石  材
損
態

破
状幅 深  さ

1 UB l 1.82 0.41 0.65 61.5 0.6 黒 曜 箔

2 2.1 1.75 0.4 0.5 0.6 1.25 黒 曜 石
先 端
右 側 脚 都

3 2.4 0.5 0。 9 70.5 0,9 黒 曜 石 左側脚部

4 1.6 0.35 0.8 0.3 56 0.5 チャー ト 左側脚部

5 0.5 0,9 56.5 0.85 チャー ト

6 1.9 0,35 1,7 0.65 54.5 1.15 チャー ト

7 1.9 つ
る 0.35 0.6 0.6 60 0.875 チャー ト

8 UB-2 0.3 0.6 68 0.5 黒 曜 石 左側脚部

9 2.6 1.8 0.5 0.6 62.5 1,75 黒 曜 石 右側脚部

10 つ
々 0.3 0.75 0.55 黒 曜 石 左半分

1.9 1.0 0.3 53 0.35 黒 曜 石
右 下
墓 面 劃I離

0.4 2.1 0.5 黒 曜 石 左側脚部
つ
々 1.0 0.3 0.2 68.5 0。 15 チャー ト 右側脚部

14 1.4 0.4 0.5 0.3 チャー ト

15 1.7 0.4 0,75 チャー ト
先 端
右 側 脚 部

16 2.0 0.3 0.4 66.5 0.9 チャー ト 右側脚部
７
ｒ つ

々 0,4 05 0.3 72.5 0,8 砂 た

18 1.65 0.65 0,4 64 5 0,75 砂 石

19 0.55 1.0 0.5 82.5 0.3 チャー ト

20 1.6 0.5 06 0.7 1.05 チャー ト 先 端
つ
々 2.4 0,35 0,7 62 5 チャー ト 左側脚部

つ
々 2.4 1.6 0.25 0.4 0.7 一

イ 0.895 チャー ト 右側脚部

23 2.8 0.2 ｒ
υ 0,6 チャー ト 左側脚部

24 1,7 0.4 1.0 84 1.4 チャー ト 右側脚部

25 1.4 0.5 0.5 68.5 0.55 チャー ト 右側脚部

26 1.5 0,7 0.5 72.5 0。 7 チャー ト
つ
々 1.4 0.4 1.0 0.4 66.5 0.75 チャー ト

28 つ
々 0,4 ７

ｒ 0.6 65.5 0.75 チャー ト

29 2.0 19 0.4 1.1
７
‘ 0.9 チャー ト 先 端

30 2.4 1,7 0.4 1.0 0,7 49 0.9 チャー ト
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表 5 石鏃計測表
単位 i cm

番

号

土
跡

出
遺

全  長 幅 厚  さ
快 り 端

度
先
角

重  さ 石 材
損
態

破
状

幅 深  さ

UB-2 0.4 0,9 60.5 11 チャー ト 左側脚部

つ
々 2.7 つ

々 0.4 1.0 一ｂ チ ャー ト 右側脚部

33 1.5 0.3 0.4 05 0.25 チャー ト

1.5 0,4 0.6 90 0.6 チャー ト 右側脚部

35 1.8 13 0.4 1,0 101 1 025 チャー ト

36
０
０ 0。 2 0.8 0.6 チャー ト

先 端
左 側 脚 部

７
‘ 1.45 0.35 チャー ト

先 端
左 狽明却吉呂

38 1,7 1.4 0,4 0.6 チャー ト 先 端

39 1.9 0.6 1.65 チャー ト 先 端

40 2.9 1.25 0.5 62.5 1,9 チャー ト

41 1.7 1.45 0.4 06 （
υ 81 0,9 砂   岩

つ
る

И
生 .04 08 90 チャー ト

43 2.0 1.2 0,4 0,7 0.3 60 チャー ト

44 uB 3 0.95 0 61
つ
る

∩
υ 80.5 0.15 黒 曜 石

45 1.0 1.0 0 175 黒 曜 石

46 1.1 0,3 78 5 0.05 黒 曜 石

47 1.15 1.15 0.2 72.5 0.175 黒 曜 石

48 0 98 81 黒 曜 石

49 1.2 0.3 79.5 03 黒 曜 石

50 1.35 0.3
７
イ 0.3 黒 曜 石

一ｂ 1.23 0,3 10 83 0 35 黒 曜 石

つ
々

医
υ 1.4 0.4

７
‘ 0.45 黒 曜 巧

1.45 1.35 0.3 0,375 黒 曜 る

1.35 0.2 68 03 黒 曜 石

55 1.25 66 黒 曜 石

56 1.0 0.3
ｒ
υ 0,3 黒 曜 石

７
‘ 1.6 1.05 0.39 65 0.45 黒 曜 石 左側脚部

58 1.56 0.2 0。 15 70.5 0.35 黒 曜 石

59 1.8 0.51 74 5 1.0 黒 曜 石

60 1.05 0,7
（
υ 0 21 61.5 黒 曜 石 右側脚部
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表 6 石鏃計測表
単位 :卿

番

号

土
跡

出
遺 全  長 幅 ナ享  さ

快 り 端
度

先
角 重  さ 石  材

損
態

破
状幅 深  さ

61 UB 3 1.18 0.65 0.2 0.75 0.1 44.5 0.1 黒 曜 箔
食
υ

つ
々 0.2 1.0 0.2 03 黒 曜 石

63 1.39 0.8 0.29 0.18 ハ
） 黒 曜 石 右側脚部

ｒ
υ 1.35 0.85 0,4 0.65 0 15 0,375 黒 曜 石 九 瑞

左 側 脚 部

65 0,7 0.21 57.5 0.35 黒 曜 石 左側脚部

66 1.48 1,05 0.3 0.85 0.23 65.5 0.45 黒 曜 石 右側脚部
会
υ 1.55 1.1 0.3 0,45 0.35 黒 曜 石 左側脚部

68 1.6 0.99 0.21 0.8 0.43 51.5 0.25 黒 曜 石

69 1,72 1 12 0.3 1,0 Oi35 64 0.45 黒 曜 石

70 1.8 14 0.4 0。 9 0.35 ７
ｒ 0.775 黒 曜 石

1.11 1.1 0.3 03 黒 曜 石
先 端

右 側 脚 都

1.29 0.35 0.9 0,3 0,7 黒 曜 石 先端

73 2.35 1.42 1.1 2.2 0.25 73 1,75 黒 曜 石

2.4 1.45 0,34 0.5 79 5 1.25 黒 曜 渦 左側脚部

75 1 25 1.78 Ｏ
Ｏ

〔
υ 0.28 0.95 黒 曜 石 先端

76 15 0.4 09 0.55 1.25 黒 曜 石 先端

ウ
イ

1.1 0.3 0,9 黒 曜 石
先 瑞

右 側 脚 都

78 2.02 115.5 1.75 黒 曜 石

79 2.71 1,9 0,75 85 黒 曜 石

80 1.45 1.05 0.35 76 黒 曜 石 両脚部

81 0 99 1.1 0.375 黒 曜 石
先 端

両 脚 割
Ｏ
Ｏ 1.75 1.2 0,35 ０

０ 0.85 黒 曜 石 左側脚吉Б
０
０ 0.8 1.0 0。 2 0.9 0。 15 0.15 チャー ト

84 0.95 0.8 0.25 0,9 0.15 79.5 チャー ト

85 つ
々 1.0 0.3 0.1 0,3 砂 石 右側脚部

86 1.29 0.1 0.25 1.0 0.2 58 0.275 チ ャー ト 左側脚音Б
，

‘
Ｏ
Ｏ 1.35 0.3 0.8 0.15 60.5 0.35 砂 石

88 1.25 0.31 0.9 0。 15 80 0.65 チャー ト

89 1.0 0.4 0.83 0,1 66 0 55 砂 岩

90 1.5 1.35 0.35 0,12 81 0.8 チャー ト 左側脚部
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表, 石鏃計測表
馨靖五:cn

番

号
土
跡

世
遺 全 長 幅 厚  さ

換 り 端
度

先
角

:重  さ 石 材
機
態

赦
状幅 燦  さ

91 UB-3 1,75 1,05 0,4 8215 0.8 秒  浩

92 1,箭 0.9 0..4 75 0,6 秒  碧 左側脚都

93 2,15 l rO 0145 82 0イ5 チヤート

94
一５一１ i3 0‐ 45 と,4 01.2 1125 秒  岩 先端

95 V ■ 6 1.58 0,6 1-,55 砂  岩 鰯

96 ″ i石 iO 0お O.5 0,4 チヤート 鋤 廠
97 〃 2.4 0.35 1.051 0.3 58.5 ■25 砂  碧
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図版 1

東城原遺跡群遠景 (高原カントリークラブから西をみる)

東城原第 1(右 )、 第 2(左 )遺跡遠景
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図版 2

東城原第 3遺跡遠景
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図版 3
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東城原第 1(手前 )、 第 2(奥 )遺跡近 。遠景
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図版 4
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東城原第 1遺跡 1号集石遺構

東城原第 1遺跡 2号集石遺構
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東城原第 1遺跡 3号集石遺構

東城原第 1遺跡 4号集石遺構
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東城原第 1遺跡縄文土器 (第 6図 1)出土状態

東城原第 1遺跡細石核 (矢 印)出土状態
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図版 8

東城原第 2遺跡近景

東城原第 2遺跡散石の状態
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図版 9

散石除去後検出された集石の状態

東城原第 2遺跡 2号集石遺構
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図版10

東城原第 2遺跡 1号集石遺構

1号集石遺構礫除去後の掘 り込み
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図版11

東城原第 3遺跡 1号集石遺構

東城原第 2遺跡縄文土器出土状態 と縄文土器
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図版14

第 8図

5  6

7

第 8図

2  1

4  8

第 8図

8  9

-100-



図版15
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第 1章

第 1節 調査の概要

昭和62年度県営圃場整備事業漆野原地区にともなう埋蔵文化財発掘調査としてお

こなった紙屋城址遺跡発掘調査は、紙屋城域内に所在する画場整備対象耕地 (第 1・

2・ 3郭)について実施 した。調査地は第 1郭の 2箇所 (B-1・ B-2区 )、 第 2空

堀および上塁、第 2郭の 1箇所 (A-1区 )、 第 3空堀、第 3郭の 2箇所 〔A-1区・

第 4空堀 (仮称 )〕 である。

第 2節 紙屋城 と調査区の概要

紙屋城址遺跡は西諸県郡野尻町大字紙屋にある中世山城である。城跡は 5つの郭

を北から南に 「S」 宇状に連続させて城域を形造る典型的な連郭式山城で、第 1空

堀から主郭まで約1,370mぁ る。各々の郭は東西南面は険峻な急崖によって隔てられ

その急落する谷部には、東側、南側に秋社川、西狽1は城谷川が流れている。尾根部

あるいは平坦部を断ち切つて各郭部を区切つている空堀は、北端の第 1空堀から、

5郭直前の12空堀まで、12条 を数える。第 1空堀から第 3空堀までは、平坦面を人

工的に堀 り切って構築されたもので、主郭側すなわち南側に土塁が構築されていた

ものと考えられるが、現在明瞭に残って

いるものは、第 2空堀に付随する第 2土

塁のみとなっている。第 5空堀から第12

空堀は自然地形を巧みに利用したもので、

急落する狭溢な谷部で断絶 している。

第 1郭…第 1空堀 と第 2空堀間にあっ

て、約61,300∬ の面積を有し、

各郭部のなかでもつとも広い。

B-1区・B-2区の 2つ発掘

区である。

第 2郭…第 2空堀 と第 3空堀間にあっ

て、■ ,100だ の面積がある。

郭内西側には舌状の平坦面が

あつて、法性寺跡 といわれて第 1 図 紙屋城
｀
郭

〃
配置図
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いる。調査としては、第 2空堀、第 2土塁の農道 となって断ち切 られる

部分について、断面の調査を行なっている他、A-1区発掘区を設定して

いる。

第 3郭…第 3空堀 と第 4空堀間にあつて12,500だ の面積がある。南端にA-2区発

掘区を設け、第 3空堀についても調査を実施 している。

第 4郭…第 7空堀 と第 8空堀間にあって、7,500ど の面積がある。主郭であるとお

もわれる。通称、
｀
井戸平

〃
(ツ リンデラ)と いわれ、城跡に関連する井

戸跡が残る。調査対象外区である。

第 5郭… 5ケ所の郭のうち最大の面積を有し、41,250だ ある。5つの郭部のうち、

もつとも標高が低 く、平均標高160mほ どである。調査対象外区である。

第 3節 層  位

紙屋城址遺跡の企発掘区の層序は、少なくとも考古学的な対象 となる土層面まで

は、基本的には同一とみてさしつかえないものである。ここでは代表的な一例 とし

てB-2区の上層断面図を掲載する。

I層  赤ホヤ火HI灰層である。降下火山灰賠 とお もわれ、最 下層に比

較的大粒のオ レンデハ ミス粒を含んでいる。橙色を している。

■播  漆■4粘 質 に。墜 くしまる黒色杵。断hiは テカテカ光る。Ш層 と

のl tF外は不明瞭でボー ッとしている。

WllH  黒欄色 I:。 極めて堅 くしまっている。乾燥すると不親lj lに ヒビ

制れ る。 r,色小粒 を多く含む。

ドlIE  暗欄色 I:。 粘性のあるgxく しまった幅である。小粒のオ レンヂ
ハ ミスを時に含む。

v llVf  灰憎色 |ぉ Jヽ 林軽イ
'脳

である。栂指大のオ レンヂ色のハ ミスを

多く含む。躍 くしまっている。上 ド悟 とのlII界 は極めて明際で

ある。
Ⅵ層  協色粘質上。粒子の細かいWi tiで ある。他用に比較 し

てやわらかい。灰色の卵大ブロックを,手 に含み、赤橙色徴粒を

みる。
なお l l rfは B P6,000年 ～B P6,300年 前、V層はおよそB P12.000

年前に降下したとされる火II灰眉である。

第2図 紙屋城址遺跡基本土層図 (A-2区 )と/40
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第 2章 調 査 の結 果

第 1節  A-1区の調査

第 2空堀 と第 3空堀にかこまれる部分、すなわち第 2郭 と考えられる範囲のうち

比較的原地形の残存している部分、第 2空堀付随の上塁から南へ20mに位置する1,206ぜ

を調査対象 とした。調査区は東西に長 く、第 2空堀 (第 2土塁)に平行してお り、

西にゆるく傾斜 している。赤ホヤ上層で剥いだ面は、東西方向に全発掘にわたって

トレンチャーが通つてお り柱穴等の遺構を少なからず損傷 している。

検出された遺構は、不定形の土墳、多数の柱穴である。柱穴のなかには、礫を充

填するものが数個ある。柱穴中より出土した陶片、土師器片により、紙屋城址に関

連 した遺構であると考えられるが、掘立柱建物、その他の明確な施設をつかめてい

ない。

A-1区から第 2土塁間は、土取 りのため深く削平されてお り (約 lm)調査対象

としていない。

柱穴は約250を数える。そのうち遺物を埋土中に含むものが29個 ある。内訳は土師

器の不、あるいは皿 と考えられる小片を含むものが11個 (Pl.4.10。 11。 12.13.

14.19。 27.34.35)、 うち明確に糸切 り底 と認められる小片を含むものが 2個ある。

(P34.P35)古銭 (洪武通宝)は P10で一点出上している。陶磁器片を含む柱穴

がもっとも多く14個 ある。 (P5,7.8。 15。 16.17.18.22.24.26.28。 29。 30.

31)、 その他、凝灰岩 と焼礫を柱穴いっぱいに充填するもの (Pl.17)、 焼礫を含む

もの (P24.25)な どがある。

その他、不整形状の上墳がみられるが、いずれも性格不明である。

<I

Ⅷ
瑚
騨
潮

・・
第 4図  1号土城実測図
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1.遺 構

① l号土墳 (第 4図 )

長軸2.98m、 短車由1,68m(現長 )、 深さ28cmを測 り、

不整な円形を呈する。土墳 2に隣接している。南よ

りのピットは、この上墳 とは時期を異にするもので

ある。

② 2号土墳 (第 7図 )

長軸2.36m、 短軸0.62mの不整形長精円形の平面

形をもち、2つの Pitが西側端を切っている。土墳底

は長方形プランを呈して、長辺2.Om(推 )、 短辺0.62

mを測る。検出面からの深さ89cmあ る。埋土中から

は何 らの遺物も検出していない。

③ 3号土墳 (第 7図 )

長軸1,07m、 短車由0.94m、 深さ0。 3mを測 り、平面

形不整精円形を呈す。土墳底に拳大の砂岩円礫が一

点あり、底はカシフバン (第 5層 )と なる。

Ａ
一

ミ
一

Pit l 断面図
0      30en

(ス クリン トーン部分は軟質凝灰岩・他は焼けた砂岩 )

第 6図 P止1.17断面図

0                      2m

第 7図  2号・ 3号土境実測図A-1区 1/40

Pit 17断 面図 (V20)

kさ へふ学―
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④柱穴 1。 (第 6図 )

Pit lは 直径28cm、 深さ71cmを測るもの。中に砂岩 (硬質)円礫が 2点、うち上位

にあるものは小さな窪みがある。いずれも焼礫で赤褐色を呈する。最上部は軟質疑

灰岩 (通称灰石)がのる。検出面は赤ホヤ火山灰層で、カシワバン層まで掘 られて

いる。埋土は細粒の赤ホヤブロックの混るサラサラした暗褐色上である。傑は意図

的に投入、あるいは組み込まれたものとおもわれる。

⑤柱穴17.(第 6図 )

Pit 17は 長径37cm、 深さ73clnを測る。Pit中 に人為的につまれたとおもわれる礫が

詰まっている。底には18cm× 26cm大 の楕円礫が立てられて、合計 8点 くらいの破砕

礫がつまれる。すべて熱を受けて赤化 している。最上位は軟質疑灰岩である。

2.遺 物

①青磁 (第 9図 1)

日径10.5cmと 小形の青磁稜花皿。完形ではないが、日縁から底部まで遺存する。

焼きが不良で、不透明な灰緑色の釉色を呈する。見込は露胎で黒褐色をしている。

15世紀後半から16世紀中葉にかけてのもの。

②白磁 (第 9図 2)

白磁皿の底部である。高台脇まで施釉あり、高台内は露胎 となる。

③染付 (第 9図 3.4.5.6,7.8,9)
3.は景徳鎮窯系の染付碗。推定日径9.Ocmを測る。15世紀末から16世紀中葉。5,

は同じく景徳鎮窯系碗の高台内部で ｀
大明年造

〃
銘がみえる。16世紀。6.はこれも

景徳鎮窯系、染付蓮子 (レ ンツー)形碗である。外面縁部に波涛文、腰部に蕉葉文

がめぐる。15世紀末から16世紀中葉。7.は染付碁笥底皿。見込に花文、外面腰部に

蕉葉文あり。畳付部は露胎 となるが、内は施釉 している。15世紀後半から16世紀中

葉。景徳鎮窯系であるも8.は ピット中より出上した染付皿。内外側面に蓮弁文を陽

刻 している。16世紀前半から中葉。景徳鎮窯系である。9.は小形の染付皿、これも

ピットから出土したもの。見込に玉取獅子文、外面は唐草文であり。内側は釉がや

や不透明。高台内は施釉され、露胎は畳付部のみとなる。15世紀末から16世紀中葉

とおもわれる景徳鎮窯系。

-111-



④瓦質土器 (第 9図■ .)

印花文を施した火鉢かとおもわ

れる。内外面、黒灰色。内面は粗

いナデ仕上げである。

⑤土師皿 (第 8図 12.13.14.15。

16。  17. 18)

12～ 18は 土師皿である。いずれ

も Pit中 から出上した。18は糸切底。

15はヘラ切 り底 を呈す。

第 2節  A-2区 の調査

A-2区 として調査を実施 した箇  第 8図 A-1区出土土師器実測図 (1/3)
所は、第 3空堀 と第 4空堀によっ

て区切 られた第 3郭 と考えられる約12,500ピ のなかの南端部に位置 している。これ

は、A-1区から南に約230m離れてお り、標高は173.8mぁ って第 3郭のなかでは最

も高く、したがって原地形を最もよく残 している箇所であると考えられた。試掘に

よれば、予想されたとお り、耕作上下の赤ホヤ火山灰層をはじめとする基本層位は

残存し、全面にわたる トレンチャー痕を除けば最良の状態であった。なお、この発

掘区を除く第 3郭の他の部分は程度に差こそあれ、幾ばくかの削平を受けて遺構、

遺物の包含層まで深 く削平されている。

調査は、重機によって耕作土を全面にわたって剥ぎ、後に人力によって赤ホヤ面

まで下げて遺構、遺物の検出にあたらている。遺構は主に南側を中心に、柱立柱建

物、柱穴、土墳を中心とする遺構を検出し、中央部付近において竪穴住居 (おそら

く中世)一軒が検出されている。遺物は輸入陶磁器 (染付 )、 国産陶器、土師器 (イ

類)が中心で、いずれも、直接的に城址に関係する遺構、遺物である。

猛

ゑ

周
冒
夢

几
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②

冒＼虫

笹1野

第 9図 紙屋城址 A-1区

0                              10cm

出土遺物実測図 (1/3)
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第11図  1号竪穴住居実測図 (1/40)

1.遺 構

① l号竪穴住居 (第 11図 )

A-2区 一辺290cmを測る正方形

の竪穴住居址である。全体を南北方

向にはしる幅25～40cmの トレンチャー

5本によって切 られてお り西辺は検

第12図  1号土嬢実測図 (1/40)

出できていない。検出面 (赤 ホヤ上  第13図  1号土墳出土遺物実測図 (1/3)

層)か ら床面までの深さ10～ 25cmほ どあり、中央から南東寄 り径35cmの範囲で焼土

面を検出している。柱穴は、西側に 4孔、東側に 3孔平行してみられ、それ らは径

25cm、 深さ約40cmと ほぼ同形を呈する。柱穴埋土は明灰褐色のサラサラしたもので、

炭化粒を若干含む。本住居址においては、埋土、床面、柱穴のいずれにも遺物を検

出していない。

② l号土墳 (第 12図 )

発掘区の北西端で検出された不整楕円形の土墳である。これも、東西方向 5本の

トレンチャーで切 られている。埋土は明赤褐色の粘性の少ない土壌で、赤ホヤ層と

の見極めが曖味であつた。規模は長径3.55m、 短径2.7m(推 )あ る。東側に深 さ30cln

の半円形の張 り出しがあつて段をつ くり、床面はフラットとなって、深さは約60cm

ある。床面西側隅に柱穴が 2孔みられる。

埋土中に、青磁片 3点が出土している。(13図)これ らの青磁片は、いずれ も二次

的加熱を受けて釉が変質している。しかし、この上墳の埋上、あるいは床面、壁面

等には火を受けた形跡は見受けられない。土墳 自体の機能 。と
l■格は不詳である。

0                               10cm

-115-



0             30cn

第14図 柱根の遺存する柱穴 (A-2区 )

③柱根を残す柱穴 (第 14図 )

発掘区の南側、SBl・ 2近 くで検出した柱根を遺存する柱穴である。P.1は、

径45cm、 深さ82cmの柱穴で柱穴底はフラット、赤ホヤ・カシフバンをつらぬいて暗

褐色の粘質層まで穿たれている。柱根は中心部がすでに腐つてなくなり、外皮のみ

遺存して円筒状となる。遺存長約60cm、 径15cmで ある。柱穴埋土は、赤ホヤの混在

する黒褐色上で粘性の少ないものである。 P.2は、P.1と ほぼ規模を同じくし、径

40cm、 深さ83cmで ある。この柱根も同じく、円筒状に遺存して、長さ75cn、 径18cm

を測る。柱床埋土もP。 1と 変わらない。(樹種同定については末尾分析結果を参照されたい。)

A-2区

④一号掘立柱建物 (第 15図 )

発掘 区の南寄 りにあつて SB2に 隣接す る。 3間 Xl間の建物であるが桁行 の中

央柱 2本が極めて接近 して建て られてお り、その 2本も西側桁 と東側桁のそれ とで

は対応せずややずれている。柱穴の径28～ 34cm、 深さ35～ 64cm。 桁行の柱間寸法は

0.8m(中央の 2柱間)と 2.Omで全長 5。 2m、 梁間は3,3mを測る。桁行方向N55° E、

床面積17.16だ である。

⑤二号掘立柱建物 (第 15図 )

SBlの 西隣りにあつて、桁行方向が S67Eと SBlよ りにやや北にふれる。 2

間× 1間の建物で、規模はSBlと ほとんど同じである。桁行の中央柱が東側 と西

側 とでは対応せず、これもややずれがみ られる。柱穴径の平均30cm、 深さ20～ 54cm

を沢Jる 。桁行の柱間寸法は2.4mと 2.9mで全長5.2cm、 梁間は3.2m(南側)と 3.5m

(北側)で床面積は17.16ポである。

-116-



1号掘立桂建物
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2号掘立桂建物

第15図 掘立桂建物実測図 (1号 。2号)1/100
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2.遺 物

① l号土墳出土遺物

青磁碗 (13図1.2.3)

と。日縁部を欠き、腰から底部が遺存する。外側にも、見込にも陽刻、陰刻文なし。

畳付、高台内が露胎 となる。二次的加熱も受けており、釉は艶がなく磨ガラス状

で明灰緑色を呈す。高台は面取 りされてお り、高さも比較的高 く、見込の器厚は

1.3cmと 肉厚である。

2.3.口縁部のみ遺存する。線刻によつて蓮弁を表現するもので、 3.は さらに簡

略化 したものとおもわれ、蓮弁間のつながりがない。Vヽ ずれも、日縁部は九く、

その厚さは器厚よりも厚 くつ くられている。これ等も二次的加熱をうけてお り、

2。 は灰褐色、 3.は 明灰色で、内外に貫入が著 しい。

②A-2区発掘区内出土遺物 (遺構にともなわないもの)

青 磁

稜花皿 (1.2.3.4)

第16図 1.～ 4.は青磁稜花皿である。いずれも小破片で、全形は推定である。1.2.4.

は内に陰刻花文がみえる。3.は 内に花文なく、釉は褐色に発色 し、胎土に白色粒が

混入 している。1.2.3.は 内外に細かな貫入がみられるが、4.に はみ られない。

碗 (5.6)

5。 は青磁碗片。内に陰刻花文。6.は線刻による父1先蓬弁文碗の腰部。内に線彫文

があり、内外に貫入がみ られる。15世紀後半～16世紀中葉。

白 磁 (7.8.9.10)

白磁碗(8)

8。 は復元日径11.6cmを 計測する白磁碗。端反 りのない口縁端をもち、外面にケズ

リ痕が段になって残る。

白磁皿 (7,9。 10)

7.は推定日径1].7cmの やや深めで、高台の高い器形をもつとおもわれる白磁皿。

B-2区でほば完形に復元できる同形が出上している。日縁外側直下に波状の線彫文

が施される。釉は艶があり、乳白色に発色 している。9.は底部のみ遺存するもので、

底径10cmで ある。畳付のみが露胎で、見込、高台内ともに施釉される。15世紀後半～

16世紀頃にあたる景徳鎮窯系である。10.は これも底部のみ遺存。底径4.4cmを測る。
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釉は一部、畳付をこえて高台内にまでおよぶ。高台は比較的低いつ くりである。15

世紀後半から16世紀におよび福建・広東系である。

染 付 (11.～20.)

11.は底部のみ遺存。底径7.2cm。 見込みに魚藻文、外に唐草文。畳付のみ露胎で

ある。15世紀後半～16世紀中葉。景徳鎮窯系である。12.は染付碗。蓮子碗形を呈す

るもので、腰部に蓮弁文が巡 り、見込付近に草文が描かれる。13.14.は 染付皿で、

日縁はゆるく外反 している。13.は、玉取獅文様の一部か。14.は草花文の一部かと

おもわれる。15.は見込に大きな十宇花文が描かれる。畳付のみ露胎で、高台内にも

施釉される。16.は15世紀後半～16世紀中葉の染付皿で、文様は騎馬である。17.20.

は玉取獅文を描 くもので、器形は皿である。18。 は文様不詳。19.は草文の碗かとお

もわれる。22.は染付皿の底部で、16世紀の福建 。広東系である。見込 と腰部から高

台、畳付、高台内にかけて露胎 となる。

ル リ釉椀 (23)

23.は内外にル リ色の釉がかかる碗。口縁外側に米粒大の胎上がくつついている。

16世紀前半～16世紀中葉の景徳鎮窯系。

火鉢 )
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第18図  A-2区 出土土師皿実測図 (1/3)

土師器

A-2区より出土した土師器にはイ と皿がある。出土地点は発掘区の南西端にかた

よって出土する傾向にあり、細破片が多く出土 した。日径、あるいは底径が推定復

元できるものは数少ない。底部の切 り離 しにはヘラ切 り (回転)と 糸切 り離 しがあ

り、ヘラ切 り離 し整形による底部出上の比率が高い。

イ (18図.①～⑤ .⑦③)

①は日径 (復元)10.6cm、 器高2.3cm。 器底壁が薄 くやや上げ底の底部から日縁端ま

で直線的に外反するもの。底部はヘラ切 り離 し (回転)である。②はむしろ皿にち

かく、日径 (復元)12.3cm、 器高2.lcmの上げ底、ヘラ切 り離 し (回転)で ある。⑦

⑥もほぼ同程度の法量を測る底部でいずれも上げ底 となっている。⑥の底部は完形

でヘラ切 り離 し (回転)痕が明瞭にのこっている。④は比較的大法量の日径をもつ

と推定されるもので、他 と異質である。平底の底部に糸切 り離し痕がみえる。

図/番 号 器   種 日 径 (cm) 底 径 (cm) 器 高 (on) 色 調 底部切 り離 し 備   考

不 (755) 2 35 浅黄橙 (Hue10 YR 8/3) 回転ヘラ切 り

邦 (122) (90) 浅黄橙 (Hue10YR8/3) 回転ヘラ切り

皿 13 橙 (Hue5 YR 7/6) ヘラ切 り ほぼ完形

イ (72) にぶい橙 (Hue5 YR 7/4) ヘラ切 り

イ 橙 (Hue7 5YR7/6)
18/6 不 (114) 浅黄橙 (Hue7 5 YR 8/4) 糸切 り

邦 にぶい橙(Hue7 5 YR7/4) 回転ヘラ切 り 底部遺存
18/8 不 (70) 橙 (Hue5 YR 7/6) ヘラ切 り

表(1).A-2区 出土土師杯・皿計測表
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皿

口径7.2cm、 器高1.25cnを測る平底の底部からゆるく直線的にたちあがる小皿でほ

ぼ完形である。

A-2区では、青磁、白磁、染付等の輸入陶磁器の他、少量の国産陶器 。土師イ、

土錘が出土している。いずれも遺構にともなわないものがほとんどであり、しかも

小片が多い。

出上した地点は発掘区西端に集中する傾向にあつた。

中世陶磁

備前焼の壷・甕類が出上している。①は口径8。 lcn(復元推定)の壷の日縁部で、

ゆるく外反する短頸に下部がやや角ばつた玉縁の口縁がつく。頸部に貼 り付けで耳

を 3～ 4ケ所設ける。内面ヨコナデ痕、外面は褐色の鉄釉である。2.壺の肩部付近

で櫛描の波状文がみられる。外面暗灰色を呈し、釉は施されていない。3.は壺ある

いは甕の胴部片、 l llm～ 5 mm大の白色粒・砂粒を含む。内面はやや凹凸がある。外

面灰褐色 (7.5Y R5/2)を呈する。

瓦質土器

瓦質のものでは、火鉢が出土しているが全形を把握 しうる破片はない。また出土

量も極めて少量である。4.5.は 口縁直下付近かとおもわれ、スタンプによる花文列

が横位に配列される。4.は0.5mm前後の砂粒、ガラス質粒を含む。外面暗赤褐 5YR

3/2、 内面黒褐 5YR2/1。 5は 0.5mm大 の砂粒の他、0.5～ 1.Omm大 のガラス質粒を

含む。なお、5.は P,3中 よりの出上である。6.7は 同じく火鉢の日縁下の突帯部付近

である。6。 の突帯は、断面半円形で付近はツヤがある。7.は断面三角形で角ばつて

いる。6.は外面黒色N2/0、 内面黒褐2.5Y3/1、 7.は外面黒褐 5YR2/1、 内面黒

色10Y Rl.7/1。
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第19図 第 2・ 3空堀・土塁現況図

第 3節

第 2空堀 (20図 )

第 1空堀から南へ約195mの 位置にあり、ほば東西方向に穿たれている。全長約130

m、 幅12m(横断面部分 )、 深さ5.Om(横 断面部分の現掘底まで)を狽1り 、現況で

は断面 「U」 字形状を呈している。第 2空堀・土塁は、農道が貫いている東側の一

部を除き、紙屋城址のうちでもつとも、構築当時の原況をとどめているものとおも

われ、空堀の南縁に沿つて築かれている土塁も極めて良好に遺存 している。第 2空

堀・土塁は圃場整備後も保存されることになっているので、新たに設けられる新農

道部分のみ調査している。横断面 (20図)により、第 2空堀・土塁を観察すれば、

空堀断面は、約80° の「V」 字状を呈する薬研堀である。南側土塁から、堀底までの

高さ7.8mを狽1り 、堀底は2.6mに わたつて土砂が13層 にわたつてレンズ状に埋って

いる。南縁の土塁は、土塁頂から下へ2.Omま で、第20図 のⅡ層上までが盛土となっ

ている。とくに土塁盛土B層は拳大の赤ホヤブロックが極だつ層であり、明らかに

人為的に盛 られている。盛土それ自体は、版築等の構築法はとられておらず、比較

的やわらかく盛 られている。
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A

k

I 褐色■(Hue7 5 YR4/6)― 表土 革木根多じ、サラサラして粘性なし。

※人は身長160cm

第 2空堀 (南土 塁 )土層
A 裾色士(Hue7 5 YR4/4)や や粘性あるもののフカフカした鶴色上が、盛ら

れている。プロック状になっている部分が多い。
A′ にぶい黄tB色土(Hue10 YR 5/3)A用 に赤ホヤ粒が混入している部分であ

る。
B 橙(Hue7 5 YR σ6)赤ホヤのブロック盛られた層であリ プロックは大は

拳大となり、褐色土がその間に少量混じつている。
B′ 明褐色上(Hue7 5YRS/6)赤ホヤの粒子に褐色とが半々に混じる部分であ

B″ 明欄色上(Hue7 5 YR5/8)赤 ホヤブロックに櫛色とが多く混じつている部

分である。
C 灰褐色土(Hue7 5 YR 4/2)中 くらいの粒子の褐色土で、やや粘性、赤ホヤブ

ロックを所々に含んでいる。

以上、A～ C層 が人為的に盛られた上塁部分である。

D 黒褐色上(Hue7 5 YR3/1)事 根の多いサラサラした褐色土である。

① 暗褐色雅質土(Hue10 YR 3/3)粒 子はやや粗いが格性が強く断面は光沢
をはなつ、草根がめだつ。

①′黒褐色粕質土(Hue10 YR 3/21粒 子は粗く,① にくらべて粘性が弱い、草
根が入る。

黒褐色粘質土(Hue10 YR 3/3)粒 子が細かく やや粘性がある。

褐色上(Hue10 YR 4/4)粘 性のつよい、中粒と、断面は光沢をもつ。

暗褐色土(Hue10 YR 3/3)① "に ちかいが、それより粒子がさらに粗い。

黒褐色土(Hue10 YR 3/2)混 小礫上で 1 0cm大 のお婆 (盤石)が 多く混ざ

る。レンズ状に入る。
灰黄鵜土 (Hue10 YR 4/2)④ ににて、河繋 を若干含む 色調がやや明るい。

黒褐色■ (含赤ホヤ土X Hue10 YR 3/1)サ ラサラじた黒褐色上に、大きな

赤水ヤプロックが入る。左側に多く混入

褐色■ (Huc10 YR 4/41細 粒子のやや粘性土⑥ との層界が明瞭である。

にぶい黄褐色土 (Hue10 YR 5/4)細 粒子の粘性の上、堀の斜面に沿つて入

る。

灰黄褐粘質士 (Hue10 YR 4/2)粘 性のつよい均―粒子とで、堀の最下底理

上である。

Ц 暗褐色土 (Huc7 5 YR3/4)― よくしまった上壌で 小粒 (101n大 )を 含む。

■塁が構築 される以前の表層 とお もわれる。

皿 にぷい黄褐色土 (HueiOY R4/3)― 粒子こまか く、やわ らかい。均―な層 となる。

Ⅳ 黒褐色上 (Hue10 YR 2/2)― よくしまった均―な層で断面は光沢がある。

V 黄橙色■ (Hue7 5 YR 8/8)一 赤ホヤ層である。サラサラして粘性な し。

M 黒褐色土(Hue7 5YR3/1)― ひじょうにかたくしまり 粒子が細かい。断面に光沢がある。

m 暗褐色土 (Hue10 YR 3/4)― 暗褐色土ににぶい黄褐色上が雲状に入る。かたくしまる。上

層から下層へ漸次色調が明るくなる。

Ⅷ 灰オリーブ■(Huc5 YR 6/2)― 小林軽石層である。灰オリーブ色をしているが アカホヤ

に似た黄橙色土大粒、明欄色大粒を含む。
Ⅸ 明黄褐也■(■ ue10 YR 6/6)―びじょうに軽くしまった層で、茶色の巧鋭 カミ混じ3ている。
X 黄褐色上(Hue2 5 YR S/4)一 かたくしまた層で、小粒を多く含むものの粘性もある。

X′  明黄褐色上(Hue10Y R7/6)― おそらく軽石の風化した層で、粘性もある。
Xと  明黄褐色■(■ ue 10 YR 7776)一 大粒の河蝶 曽層である。黄色、明褐色 灰色 黒色の小粒

がぎっしりつまっている。
XⅡ  浅黄橙色■(Hue10 YR y4)― ひじょうに粘性が強い。軽石が厠 ヒしたもので粘」

=化
し

ている。
X lll 浅黄橙色士(Huc10 YR 3/3)― ひじょうに粘性が強い。XⅡ 層よりめだってH14(班点状)

が大きい風化整石層である。

①
②

③
④
　

⑥

⑥
　

⑦

⑥
　

⑨

紙屋城址第 2空堀・土塁断面図 (1/160)
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紙屋城址第3空堀第2断面図 (1/160)

1  褐色上 (Hue7 5Y R4/6)一表上であ り 車木択多 し、サラサラして粘性弱。
la 褐色士 (Hue YR/)― 基本的には 1層 と同 じであるが 車木根少なく 4層  5月 の拳大ブロックを含んでいる。 V学溝を直接被 う■である。
2a 明赤褐色上 (Hue5 YR 5/6)― レンズ状に入る、サラサラして粒子均―。
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塁として構築されたものである。

3  カクラン土―ごぼう作付用の トレンチャー (帯状に深堀する農機)あ とである。 1層 の褐色■ 4用 の赤ホヤ 5層 の異褐色■ 6層 の褐色上が粒状に平均に混 り、フ

4  黄橙色土 (黄橙 Huc7 5 YR3/8)― サラサラして粘性な し、乾燥すると堅 く塊をつ くる。赤ホヤ層である。最下用約 15t■4の 厚さで、比較的粒子の粗い (50m平均 )

属 となる。
5  黒褐色土 (黒褐 Hue7 5 YR 3/1)一 いわゆるカシフバ ンである。ひ じょうに堅 くしまつてお り、粒子 も細かい。やや粘性がある。 3層 との層界が明際である。
6  掲色土 (に琴い褐 Hue7 5 YR5/4)― 全体ににがい褐色を呈するが それは明IB色 土 (明褐 Hue7 5YR5/6)を 基調に褐色■ (褐 Hue7 5 YR 4/6)が ブロック状、

あるいは雲状に混 じつた状態である,

6a 暗褐色土 (暗掲7 5YR3/4)一 ブロック状の褐色土は、明褐色上に比 して 粒子粗 く、かたくしまている.やや粘性をもつ。
6層 のかたくしまった褐色■ばか りの落ち込みである。

7  灰オ リーブ色土 ((灰 オ リーブ Huc5 Y6/2)― 小林軽石層である。全体色は灰オ リーブ色を里するが 赤ホヤに似た黄橙色大粒 (1 0cm前 後)明 褐色大粒 (0 8cm前 後)

を多く含み これが本層の特徴 となつている。その他に透明 白色 黒色小粒 (10回m平均)を包含 し、全体にひ じょうに塞 くしまつている。粒間の上壊は比較的粘性
がある。

8  明黄褐色上 (明黄褐 Hue10 YR 6/6)― やや粘性のある明黄褐色が縦方向を中心 としたブロック状に分布する。縦方向にイ レツが入る性質がある。下層はやや明るくて
しま りのない明黄褐色土となる。

9  にぶい黄橙色土 (にぶい黄橙 Huelo YR 7/4)― ひ じょうに堅 くしまつたにぶい黄橙 色■用であ り 粘性は大である。上層 との層分は不整 となる。上Fl中 に 7層 にみた
ような黄橙色粒、明褐色粒 灰色獲石粒 を 比較的多く含む。

10  明貢褐色」:(明黄褐 Huelo YR 7/6)― 粒子はやや粗 く 赤ホヤ火山灰層に似るが 中に黄色 明掲色、灰色 黒色の多数の月畿 力Sぎ つしりつまつている。小粒は平均
して6 0mm大 である。

H  明黄褐色上 (明黄褐 Hueio YR 6/8)― ■層を構成する粒子は 10層 と同 じであるが、いずれ も大粒 (8 0mm～ 10mm)と な り ぎっしりつ まる。乾燥すると美 しい黄色
(Hue2 5 Y8/6)と なる。

12  赤褐色火山礫粒土 (赤褐 Hue2 5 YR4/6)-0 2tm～03m大 の火山礫粒がいつばいつまつている。
13  赤褐色火山礫粒上 (にぶい赤褐 Hue2 5 YR)-0 5cm～ 1∝m大 の火山礫粒がいつぱいつまつている。乾燥すると自色化 じ 層全体が白色群 となる。
14  橙色士 (橙 Hue7 5 YR 6/8)― 粘性のある粒子の細かいとに、橙色の風化経石小粒、同 じく浅黄笹色の風化軽石小粒、および黒色砂粒を含む。
15  浅黄橙色上 (浅黄橙 HueiO YR ν4)― _L記14層 と基本的には同一であるが、浅黄橙色の風化軽石を多く含むので 上記より明るい色 JHと なる。粘質である。
16  精色十浅黄橙色土-14層 の粒子がさらに大きくな り (10～ 15e■ )。 浅黄橙色風化軽石 と橙色風化軽石のまだら槙様を呈する。鳳化 してかな り粘性 をもつている。
18  灰 白色上 (灰 白 Hue10 YR 3/1)― 軽石が風化堆積 したのもので灰白色を呈す。つがす とザラザラするが つよい粘性 もある。
19  黄橙色士 (黄橙 Hue7 5 YR7/8)―粒子が細か く均―である。つよい粘質をもつ。

第21図 紙屋城址第 3空堀 。土塁断面図 (1/160)
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第 4節 第 3空堀

紙屋城址第 3空堀は、第 1空堀より南へ約300m、 第 2空堀からは同じく南へ130

mの ところにあつて第 2空堀に平行 して穿たれてお り、東西の深い谷を結んでいる。

第 3空堀は、南北約300m、 東西約100mの 「S」 字状に広がる平坦部の、東西に狭

い部分、ウエス トラインにあたるくびれ部分、すなわち両脇から谷がのびてきてい

る地形を選択 して南北面を断ち切る形で穿たれてお り、全長 (東西)95mぁ る。現

況は、幅約 3mの農道を挟んで東側約半分はすでに埋められて耕地となり、土塁も

跡形をとどめていない。西側の残存部空堀は、長さ (東西)48m、 幅 (南北 9～ 12

m、 深さ4m～ 6mを沢1り 、西側端に幅広く、東に向って徐々に狭 くなる。堀の横

断面を観察するために、第 1、 2切断面を設定している。(第 22図)第 1横断面をみ

ると、現況では 「U」 宇形を呈するのであるが、原形は 「V」 字堀、すなわち薬研

堀である。「V」 字の角度は約78° 、堀底までの深さ6.8m～ 8.3mを沢1る 。また、第

1横断面では、南側にわずかに残存する土塁を観察できる。残存土塁は、西端から

東へ向って長さ25m、 幅 2m(最 大)、 高さ0.8cm(最大)ほ どある。

第 2横断面は、第 1横断面より角度が広く (82° )、 現地表面からの深さ5.7m～ 6.0

mを測る。第 1横断面の堀底 と第 2横断面の堀底 レベル差は1.69mぁ って西側谷部

にむかつてゆるやかに傾斜する。

!|

OI｀ 30m

第22図 紙屋城址第 3空堀実測図 (1/1200)
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1.第 3空堀南区出土遺物 (第24図 )

いずれも表土中からの出土で遺構に伴つていな

い。輸入陶磁器のほか、肥前系の陶磁器、瀬戸美

濃系の陶磁碗がみられる。

青 磁.1.は青磁碗の底部片。見込に印花文。

高台脇まで厚い施釉、緑灰色に発色して貫入がみ

られる。高台内無釉で同心円状に削る。2.は青磁

皿。高台径5.4cm。 見込に三ケ所、重ね焼きのハ リ

痕を残す。高台は面取られ、釉は畳付をこえて高

台内に流れ込んでいる。3.は、青緑灰色で貫入の

ある線彫 り蓮弁文碗の日縁片。4.は稜花皿の日縁

小片。釉は青枯草色に発色し、表、裏 ともに貫入

がみられる。15世紀後半から16世紀中葉の製品。

5.は器種不明。内面は露胎で指頭圧痕、外面は青

緑色の釉が厚 くかか り、陰刻草文あり。火入類か

とおもわれる。

2

11

0                               10Cm

第23図 第 3空堀南区出土

国産陶磁器実測図(1/3)

⑬

　薄一

覇アープ 翻 ″

□ ♂□

暇γ國 幻―T
第24図 第 3空堀輸入陶磁器実測図 (1/3)
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0                               10cn

第25図 第 3空堀出土遺物

染 付。 6.は染付碗 日縁。内に松文、外に渦巻文が施 される。釉は透明感があっ

てツヤがある。景徳鎮窯産とおもわれる。

白 磁。 7.は 日縁を稜花状に造る皿である。表面のツヤは鈍い。内外に貫入が

みられる。

2.第 3空堀出土遺物

青磁蓮弁文碗

焼きがよく、釉は緑色に美しく発色する。推定口径13.6cmを測 り、腰から高台部

を欠いている。外側の蓮弁は、幅広 く陽刻されているが、中央に鏑は表現されない。

蓬弁は比較的肉太に刻れているが、盛 り上がりはやや曖味である。日縁から外側約

2.3cmの ところに一条の刻線が入つている。見込みには陰刻で大きな蓮弁文が施され

る。釉は厚 くかかってお り、貢入はまったくみられず艶やかである。胎土は明灰白

色で、細かな間瞭がある。

橋 鉢

推定口径29。 2cmを計測する備前焼の悟鉢片。口縁外側に 2条の段 (3条の凹線 )

をもつ幅3.7cmの 口縁帯をもち日縁内側にも一条の低い凸線がある。間壁忠彦氏編年

のV期 にあてられる。焼きは極めて堅調である。
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